
４ 嶺北地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

嶺北地域は四国の真ん中、高知県の北部にあり、美しい山・川などの豊かな自然と冷涼

な気候を生かし、古くから基幹産業である農林業を中心に発展してきましたが、年々人口

が減少し、令和２年の国勢調査における当地域の人口は10,632人と、ピークであった昭和

30年（44,709人）と比較して７割以上も減少しています。

嶺北地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、38,797 百万円であり、平成 27 年

度と比較すると約 4.8％減少しています。なお、令和４年度の県内総生産（名目）に占め

る割合は約 1.6％です。

産業別（令和４年度）では、農林業、電気・ガス・水道・廃棄物処理業などの割合が、

県全体と比較して高いことが特色に挙げられます。
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H27(嶺北地域)

R4(嶺北地域)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス

業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

※特化係数:嶺北地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 2.50 2.55 宿泊・飲食 0.53 0.55 
林業 9.08 11.00 情報通信業 0.02 0.06 
水産業 0.08 0.08 金融・保険業 0.47 0.50 
鉱業 0.58 0.60 不動産業 0.58 0.58 
製造業 0.87 0.70 専門 0.45 0.40 
電・ガ・水・廃 3.29 2.69 公務 1.58 1.47 
建設業 2.19 2.06 教育 0.81 0.86 
卸売・小売業 0.41 0.48 保健衛生 0.99 1.02 
運輸・郵便業 1.07 1.29 その他サービス 0.77 0.84 

高知県を比較対象
とした場合

嶺北
高知県を比較対象

とした場合
嶺北

産業構造の特徴

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

74



農業分野

豊かな自然のもと、夏秋期の冷涼な気候を生かした雨よけ野菜、気温の日較差を生かし

た水稲、ユズ、花きなどの生産が中心となっています。

生産者の高齢化、農業経営体や耕地面積の減少が続くなか、園芸品目やブランド米、伝

統作物などの地域資源を活用し、中山間農業複合経営拠点を中心とした地域農業を支える

取り組みや、担い手の確保・育成に向けた取り組みがますます重要となっています。

また、畜産分野では、ブランド牛である土佐あかうしへの需要の高まりに応えるため、

牛の増頭や肥育成績の向上に向けた取り組みなどが進んでいます。

林業分野

県内でも有数の森林資源を有する地域であり、搬出間伐や皆伐によって原木生産を進め

ていますが、さらに生産性の向上や労働強度の軽減を図るため、ＩＣＴ等を活用したスマ

ート林業の推進の取り組みも始まっています。また、地域おこし協力隊の任期を終えた方

が自伐林家として地域で活躍するなど、新たな担い手確保につながる成功事例も生まれて

います。

商工業分野

大手建材メーカーの関連工場の建設や世界的な脱炭素の潮流に乗った木質チップの需要

拡大により、林業関係の事業者がけん引する形で、約 10 年前と比べると域内製造業の産出

額は大きく伸びています。一方、当地域における卸売・小売業は個人商店や家族経営によ

る小規模事業者を中心に成り立ってきましたが、その市場規模はライフスタイルの変化や

県外資本による大規模小売店舗の進出などにより、年々縮小しています。

そうした中でも、当地域においては、地元産の酒米にこだわった日本酒製造において、

新工場の整備等により生産性が向上し、輸出も順調に拡大しているほか、集落活動センタ

ーと連携して開発した清涼飲料水が、関東、関西圏のスーパー等で安定的な取引につなが

っています。さらには、地域資源を活用したラー油などの加工品づくりも行われており、

食品関連産業では今後さらなる事業拡大が期待できる兆しもあります。

観光分野

嶺北の広域観光組織「(一社）土佐れいほく観光協議会」を軸に、嶺北４町村及び地域内

の観光関係者が連携を図り、「アウトドアヴィレッジもとやま」や「さめうらレイクタウン」

等の拠点施設を中心に、豊かな自然を生かした体験型の観光商品及びインバウンド向け商

品の開発や教育旅行の誘致、観光人材の育成等を推進し、交流人口の拡大に取り組んでい

ます。
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（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、これまで取り組んできた事業の成果や課題を踏まえて、農林業の振興に向

けた生産・販路拡大及び担い手確保、地域の特産品を活用した加工品づくり、新たな交流

人口の拡大等、16 のアクションプランにより中山間地域の産業振興に取り組みます。

農業分野

ブランド米「土佐天空の郷」や地域で代々受け継がれてきた銀不老、碁石茶などの伝統

作物の生産拡大を図りながら、中山間農業複合経営拠点を中心に販路拡大・売上増に取り

組むとともに、直販所「本山さくら市」の売上増に向けた機能強化に取り組みます。

畜産分野では、地域ブランドである土佐あかうしや大川黒牛の生産拡大のほか、土佐は

ちきん地鶏の生産から加工・販売までの一貫した取り組みによる円滑な運営を進めます。

林業分野

豊富な森林資源の利用促進を進めるとともに、地域の豊かな山林とそこで培われた技

術・人材を最大限に生かして、地域おこし協力隊在住中に川上（林業）から川下（木材関

連産業）における林業従事者に必要な基礎を学べる環境づくりの推進や、林業以外の木材

加工や特用林産等、森林資源を活用した多様な働き方への支援を行います。

あわせて、こうした地域ならではの働き方を県外移住フェア等で発信することにより、

新たな担い手の確保・育成につなげます。

商工業分野

地元産酒米にこだわった日本酒の販路拡大については、生産設備の増強等により生産性

が向上するとともに、海外をはじめ販路拡大も順調に進み売上高も増加しています。今後

は、国内外における継続的な販路開拓とあわせて、地元産の酒米を大量かつ安定的に生産

できる体制づくりを目指します。

シソ・ユズを活用した商品の販路拡大においては、関東・関西を中心とした大手小売業

との取引による売上増を目指すとともに、シソ原液を安定して生産できる体制の整備を進

めていきます。

また、どぶろくの既存商品の磨き上げと新商品の開発を行い販路拡大を目指すとともに、

隣接する「杉の大杉」や「道の駅大杉」を含めた大杉エリア全体で、どぶろく振興による

交流人口の拡大を目指します。

あわせて、捕獲された有害鳥獣のジビエ肉を活用したペットフード商品の販路拡大を図

るとともに、宿泊事業とセットにした新たな事業展開にも取り組みます。

さらに、嶺北産の農産物等を、県外の中小規模飲食店等へ直接販売している事業者への

支援、また、土佐町石原地域の観光資源や加工品、直販所等を活用した地域全体で稼げる

仕組みの構築など、地域における雇用の場を創出することで、地域の担い手となる若者の

定着につなげます。

観光分野

（一社）土佐れいほく観光協議会が中心となって、４町村及び地域内の観光関連事業者

と連携し、「アウトドアヴィレッジもとやま」や、「さめうらレイクタウン」等の拠点施設

を中心に、豊かな自然を生かした、嶺北ならではの体験プログラムの磨き上げ、経済効果
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につながる観光基盤の整備を進めていきます。あわせて、四国の真ん中に位置し、高知市

や他府県からのアクセスの良さを生かした周遊観光の促進や、新たな教育旅行の誘致、ま

た、インバウンド客の誘客に向けた取り組みを強化するなど、さらなる交流人口の拡大に

引き続き取り組みます。

また、大川村さめうら遊覧船事業において、魅力ある観光・交流メニューの造成・PR 強

化に取り組むとともに、大豊町の２大観光施設である「ゆとりすとパークおおとよ」、「山

荘梶ヶ森」を核に、吉野川流域の見所ある観光資源を活用し、周遊観光の仕組みづくりに

取り組んでいきます。
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（３）　具体的な取り組み

分
野

№
本
山
町

大
豊
町

土
佐
町

大
川
村

1 本山町のブランド米を核とした地域産業の活性化 ●

2 大豊町の伝統作物の地域産業化の推進 ●

3 土佐あかうしを活用した地域産業の活性化 ● ● ●

4 土佐はちきん地鶏・大川黒牛を核とした畜産業の活性化 ●

林 5 嶺北地域の林業・木材関連産業の担い手確保による地域活性化 ● ● ● ●

6 嶺北地域のシソ・ユズを活用した地域産業の活性化 ●

7 れいほく野菜等の特産品を活用したビジネスの活性化 ●

8 嶺北地域で140年続く酒蔵を核とした地域活性化 ●

9 ジビエを活用したローカルビジネスの推進 ●

10 どぶろくによる「杉の大杉」エリアの活性化 ●

11 嶺北地域における広域観光の振興 ● ● ● ●

12 アウトドアヴィレッジもとやまを核とした観光産業の振興 ●

13 ●

14 山岳観光を核とした観光産業の振興 ●

15 さめうら湖を核とした観光産業の振興 ●

他 16 土佐町石原地区の地域資源を活用した地域活性化 ●

項目

ゆとりすとパークおおとよ・山荘梶ヶ森を核に吉野川流域の観光資源を活用した周遊観光の仕組みづくり

農

商
工

観
光
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　4、5、11、14 　2、3、5、9、10、11、13

  1、3、5、6、11、12

　3、5、7、8、11、15、16

大川村

土佐町

本山町
大豊町

【嶺北地域】
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町
特

産
品

ブラ
ンド

化
推

進
協

議
会

、本
山

町
 

・既
存

の
卸

業
者

へ
の

玄
米

販
売

の
定

着
･拡

大
に

加
え

、反
収

アッ
プに

よ
る

生
産

増
 

分
を

より
収

益
性

の
高

い
精

米
の

直
営

販
売

に
切

り替
え
 

・栽
培

管
理

技
術

の
見

直
しに

よる
品

質
向

上
を進

め
、高

い
ブ

ラン
ド力

を維
持

 
・各

種
商

談
会

へ
の

出
展

に
よる

新
規

取
引

先
の

開
拓

 
□

県
（

農
業

改
良

普
及

所
、地

域
本

部
等

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よ

る
目

標
達

成
に

向
け

た
進

捗
管

理
等

 
・栽

培
管

理
技

術
向

上
支

援
（

天
候

な
どの

状
況

に
臨

機
応

変
した

栽
培

指
導

の
強

化
）

 
・戦

略
づ

くり
や

人
材

育
成

等
に

関
す

る
産

振
アド

バ
イザ

ー
等

に
よ

る
支

援

 

 
本

山
さ

くら
市

の
魅

力
化

に
よ

る
売

上
増

・調
理

加
工

施
設

「さ
くら

茶
屋

」の
整

備
（

H2
5～

H2
6）

 
・本

山
さ

くら
市

生
産

組
合

か
ら

農
業

公
社

に
店

舗
運

営
等

委
託

開
始

（
R4

）
 

・商
品

の
産

地
間

交
流

開
始

（
R5

）

売
上

増
に

向
け

た
機

能
強

化
 

■
(一

財
)本

山
町

農
業

公
社

、本
山

さく
ら市

生
産

組
合

、本
山

町
 

　・
商

品
の

産
地

間
交

流
拡

大
、適

正
価

格
設

定
、来

店
者

・購
入

者
の

属
性

分
析

、
土

日
の

利
用

者
増

に
向

け
た

イベ
ン

ト開
催

、飲
食

機
能

の
検

討
、店

舗
内

レ
イア

ウ
ト

等
の

見
直

し、
店

舗
運

営
の

人
材

確
保

・育
成

 
□

県
（

農
業

改
良

普
及

所
、地

域
本

部
等

）
 

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・野
菜

栽
培

暦
の

作
成

・改
善

支
援

、栽
培

技
術

向
上

支
援

 
・人

材
育

成
等

に
関

す
る

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

等
に

よる
支

援
 

・関
係

機
関

との
連

携
に

向
け

た
調

整
、情

報
提

供
 

ブ
ラ

ン
ド

化
推

進
協

議
会

へ
の

勧
誘

に
よ

る
 

会
員

増
加

、生
産

面
積

の
維

持
・拡

大

栽
培

管
理

技
術

等
の

見
直

し

機
能

強
化

の
検

討
・実

施
 

（
産

地
間

交
流

、適
正

価
格

設
定

、イ
ベ

ン
ト

開
催

等
）

地
域

内
外

の
事

業
者

等
との

連
携

精
米

の
直

営
販

売
拡

大
 

（
販

売
戦

略
の

見
直

し・
実

行
）

 

野
菜

等
の

生
産

・出
荷

量
の

拡
大

店
舗

運
営

の
人

材
確

保
・育

成
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

2 
 大

豊
町

の
伝

統
作

物
の

地
域

産
業

化
の

推
進

 
（

大
豊

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

、◎
大

豊
町

銀
不

老
生

産
組

合
、◎

大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

、(
株

)城
西

館
、日

本
航

空
(株

)高
知

支
店

、大
豊

町
(1

)銀
不

老
出

荷
量

0.
36

 t 
（

R4
）

0.
25

t
0.

23
t

３
t

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)碁

石
茶

関
連

商
品

の
総

販
売

額
1,

68
4

万
円

 
（

R4
)

1,
77

6
万

円
3,

00
0

万
円

 

事
業

概
要

大
豊

町
の

伝
統

作
物

で
あ

る
「銀

不
老

」、
「碁

石
茶

」に
つ

い
て

、こ
れ

ま
で

の
大

豊
町

銀
不

老
生

産
組

合
、大

豊
町

碁
石

茶
協

同
組

合
に

、大
豊

町
の

農
業

を
支

え
て

い
る

(株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

を
加

え
た

生
産

体
制

を
構

築
す

る
こと

で
、生

産
及

び
消

費
拡

大
の

取
り組

み
を

効
果

的
に

推
進

し、
伝

統
作

物
の

産
業

化
を

進
め

地
域

経
済

の
活

性
化

を図
る

。
  

主
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
希

少
価

値
の

高
い

豆
「銀

不
老

」の
生

産
拡

大
 

      

・(
株

)城
西

館
に

よ
る

加
工

品
開

発
及

び
販

売
（

H1
9～

）
 

・「
銀

不
老

」商
標

の
登

録
（

H2
2)

 
・「

銀
不

老
の

今
後

を
考

え
る

会
」の

発
足

（
H3

0）
 

・大
豊

町
に

よ
る

銀
不

老
種

子
配

布
開

始
（

R
元

）
 

・大
豊

町
銀

不
老

生
産

組
合

設
立

（
R2

）
 

・関
係

事
業

者
と連

携
した

交
流

イベ
ント

（
播

種
・収

穫
）

の
実

施
 

（
年

2
回

）
（

R2
～

）
 

・(
株

)大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
に

よる
銀

不
老

生
産

事
業

開
始

（
R6

～
）

 
・(

株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

に
地

域
お

こし
協

力
隊

を
1

名
導

入
（

R7
～

）
 

・農
業

改
良

普
及

所
に

よ
る

栽
培

指
導

の
実

施
（

R7
～

）
 

[成
果

] 
・銀

不
老

関
連

商
品

数
 

　　
R2

：
3

品
 

→
R5

：
4

品
 

・碁
石

茶
関

連
商

品
数

 
　　

R2
：

3
品

 
　　

　→
R5

：
4

品
 

・(
株

)大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
に

地
域

お
こし

協
力

隊
を

1
名

導
入

（
R7

～
）

 
  [課

題
] 

（
銀

不
老

）
 

・生
産

組
合

の
体

制
強

化
 

・生
産

量
不

足
 

（
碁

石
茶

）
 

・生
産

農
家

の
高

齢
化

等
に

よ
る

生
産

者
不

足
 

・効
果

的
、戦

略
的

な
営

業
活

動
の

展
開

 
（

大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
）

 
・非

収
益

事
業

（
農

地
保

全
や

就
農

支
援

な
ど）

を
担

え
る

安
定

し
た

経
営

体
制

へ
の

改
善

銀
不

老
の

生
産

拡
大

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
(株

)大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
 

　・
銀

不
老

生
産

事
業

（
地

域
お

こし
協

力
隊

導
入

、ノ
ウハ

ウ取
得

、圃
場

確
保

な
ど）

 
■

大
豊

町
銀

不
老

生
産

組
合

 
　・

新
規

組
合

員
の

確
保

と組
織

体
制

の
強

化
及

び
運

営
の

適
正

化
（

地
域

お
こし

協
力

 
隊

の
導

入
）

 
□

大
豊

町
、県

（
地

域
本

部
、農

業
改

良
普

及
所

等
）

 
・P

D
CA

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
（

以
下

同
じ）

 
　・

生
産

拡
大

に
向

け
た

技
術

支
援

、種
子

配
布

会
等

実
施

の
伴

走
支

援
 

銀
不

老
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
大

豊
町

銀
不

老
生

産
組

合
 

　・
関

係
事

業
者

と連
携

した
イベ

ント
等

の
実

施
 

　・
商

品
開

発
・販

促
活

動
（

協
定

締
結

事
業

と連
携

した
新

商
品

開
発

・県
内

小
売

店
 

と連
携

した
レシ

ピコ
ンテ

ス
トの

開
催

な
ど）

 
□

大
豊

町
、県

（
地

域
本

部
）

 
　・

銀
不

老
PR

に
向

け
た

各
種

イベ
ント

等
の

伴
走

支
援

 

 
伝

統
製

法
の

後
発

酵
茶

「碁
石

茶
」の

消
費

拡
大

 
    

・加
工

品
開

発
及

び
販

促
活

動
に

係
る

投
資

（
H2

1～
H2

2）
 

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

の
中

期
事

業
計

画
策

定
（

H2
3）

 
→

産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・碁
石

茶
生

産
体

験
プ

ログ
ラム

（
碁

石
茶

親
衛

隊
）

の
導

入
 

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　（
H2

8～
H2

9）
 

・機
能

性
表

示
申

請
に

向
け

た
取

り組
み

（
H2

8～
）

 
・国

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
指

定
へ

向
け

た
取

り組
み

（
R4

～
）

 
・大

豊
町

碁
石

茶
協

同
組

合
に

お
け

る
営

業
活

動
の

委
託

開
始

(R
6～

) 
・(

株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

に
地

域
お

こし
協

力
隊

を
1

名
導

入
（

銀
不

老
豆

と
兼

務
）

（
R7

～
）

碁
石

茶
の

販
路

拡
大

 
■

大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

 
　・

営
業

担
当

職
員

配
置

に
よ

る
海

外
も

含
め

た
新

た
な

販
路

開
拓

 
・生

産
量

増
加

に
向

け
た

新
規

組
合

員
の

確
保

 
■

(株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

 
　・

銀
不

老
とセ

ット
に

した
伝

統
作

物
生

産
の

担
い

手
とし

て
地

域
お

こし
協

力
隊

を
導

入
 

□
大

豊
町

、県
（

地
域

本
部

、農
業

改
良

普
及

所
等

）
 

・新
規

組
合

員
確

保
に

向
け

た
外

部
人

材
導

入
検

討
、産

振
補

助
金

等
（

アド
バ

イ 
ザ

ー
派

遣
含

む
）

の
活

用
 

碁
石

茶
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

 
■

大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

 
　・

新
商

品
開

発
（

イベ
ント

出
展

等
を

通
じた

需
要

把
握

）
 

　・
国

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
指

定
の

強
み

を
生

か
した

販
売

戦
略

 
□

大
豊

町
、県

（
地

域
本

部
）

 
・産

振
補

助
金

、各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

銀
不

老
生

産
事

業
実

施
の

検
討

地
域

お
こし

協
力

隊

の
導

入
、ノ

ウ
ハ

ウ

取
得

、生
産

圃
場

の

確
保

等

種
子

配
布

会
・栽

培
相

談
会

の
実

施

播
種

・収
穫

体
験

イ
ベ

ン
トの

実
施

（
年

2
回

）生
産

事
業

の
本

格
実

施

銀
不

老
レ

シ
ピ

コン
テ

ス
ト

開
催

（
年

1
回

）

新
商

品
造

成
・O

EM
販

売
（

４
品

）

海
外

販
路

の
開

拓
に

向
け

た
営

業
活

動

伝
統

作
物

伝
承

の
た

め
の

組
合

員
募

集
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

地
域

お
こし

協
力

隊
の
 

募
集

製
造

ノウ
ハ

ウ
等

の
取

得
・生

産

地
域

お
こし

協
力

隊
の

募
集

番
茶

フェ
ス

等
の

イ
ベ

ン
ト

出
展

（
年

1
回

以
上

）

海
外

を
含

め
需

要
に
 

応
じた

生
産

・出
荷

 

国
重

要
無

形
文

化
財

の
調

査

指
定

に
基

づ
く

販
売

戦
略生
産

組
合

の
体

制
強

化
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
３

土
佐
あ
か
うし
を
活
用
した
地
域
産
業
の
活
性
化

（
土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)れ
い
ほ
く未
来
、◎
肉
用
牛
生
産
組
合
、◎
(株
)れ
い
ほ
く畜
産
、

JA
高
知
県
（
土
長
地
区
）
、土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町

土
佐
あ
か
うし
の
販
売
額

４
億
円

（
R4
）

3.
8
億
円

4.
5
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

ブラ
ンド
化
が
進
み
販
売
額
が
着
実
に
伸
び
て
い
る
土
佐
あ
か
うし
に
つ
い
て
、今
後
も
生
産
基
盤

の
強
化
や
生
産
性
向
上
に
取
り組
む
とと
も
に
、ブ
ラン
ド力
向
上
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
どの
取

り組
み
を
強
化
し、
嶺
北
産
土
佐
あ
か
うし
の
販
売
額
の
増
に
つ
な
げ
て
い
く。
ま
た
、地
域
イベ
ン
ト

の
実
施
等
、交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
が
る
機
会
も
あ
わ
せ
て
創
出
して
い
くこ
とで
、さ
らな
る
地
域
活

性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
基
盤
強
化
、生
産

性
向
上

・レ
ンタ
ル
畜
舎
整
備
事
業
の
実
施
（
H2
8～
R
元
）

・J
A
堆
肥
舎
の
整
備
（
H2
9）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・送
風
機
等
の
整
備
（
R3
）

→
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支
援
事
業
費

補
助
金
の
活
用

・自
給
粗
飼
料
作
付
け
の
増
大
及
び
稲
W
CS
等
の
利
用
拡
大

・(
株
)れ
い
ほ
く未
来
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、業
務
執
行
体
制
の
強
化
（
R3
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・(
株
)れ
い
ほ
く未
来
の
肥
育

成
績
の
向
上

【A
3】
：
R6
29
.0
%

→
R7
31
.0
%

【A
4】
：
R6

42
.0
7%

→
R7

37
.3
%

【A
5】
：
R6

4.
6%

→
R7

7.
1%

・高
級
飲
食
店
を
対
象
とし
た

外
商 →
産
地
視
察
：
3
社

[課
題
]

・担
い
手
不
足

・生
産
基
地
で
の
肥
育
成
績

の
改
善

・飼
料
価
格
の
高
騰

・増
頭
に
向
け
た
土
地
の
確

保
及
び
畜
舎
の
整
備

・嶺
北
域
内
で
の
消
費
拡

大
、ブ
ラン
ド力
の
向
上

生
産
基
盤
強
化
、生
産
性
向
上

■
(株
)れ
い
ほ
く未
来
、肉
用
牛
生
産
組
合

・レ
ンタ
ル
畜
舎
施
設
等
整
備
事
業
の
活
用
、増
殖
基
金
の
活
用
、飼
養
技
術

向
上
に
よ
る
安
定
的
な
出
荷
体
制
制
の
構
築
、

Io
T
機
器
の
導
入
検
討
、堆
肥
の
積
極
的
な
利
用
、稲

W
CS
等
の
利
用
拡
大

□
県
（
家
畜
保
健
衛
生
所
等
）

・巡
回
指
導
等
に
よ
る
技
術
支
援
、受
精
卵
移
植
に
よ
る
増
頭
、各
種
事
業
（
レン

タル
畜
舎
施
設
等
整
備
事
業
等
）
に
よる
経
営
支
援
、I
oT
機
器
導
入
支
援
、

稲
W
CS
等
の
活
用
に
関
す
る
情
報
提
供

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
よ
る

高
付
加
価
値
化

・T
RB
規
格
（
土
佐
あ
か
うし
（
枝
肉
）
の
独
自
の
規
格
制
度
）
の
創
設

（
R2
～
）

・(
株
)れ
い
ほ
く畜
産
ミー
トセ
ンタ
ー
の
施
設
改
修
に
よ
る
食
品

加
工
の
高
度
化
（
R6
）

・「
ま
る
ご
と・
あ
か
うし
」に
よる
高
級
飲
食
店
を
対
象
とし
た
外
商
（
R7
～
）

ブ
ラ
ン
ド力
向
上
に
よ
る
高
付
加
価
値
化

■
(株
)れ
い
ほ
く畜
産
、土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町

・老
朽
化
した
施
設
、設
備
機
器
等
の
更
新
（
嶺
北
畜
産
ミー
トセ
ンタ
ー
：
HA
CC
P

対
応
）

・ブ
ラン
ド力
向
上
に
向
け
た
営
業
活
動
の
強
化
・販
促
活
動

□
県
（
地
域
本
部
、家
畜
保
健
衛
生
所
等
）

・T
RB
規
格
を
通
じた
土
佐
あ
か
うし
の
PR

・設
備
投
資
に
か
か
る
各
種
補
助
金
の
情
報
提
供
や
戦
略
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ

ー
等
に
よる
支
援

交
流
人
口
拡
大

・土
佐
あ
か
うし
街
道
ス
タン
プ
ラリ
ー
（
土
佐
あ
か
うし
街
道
振
興
会
主
催
）

（
R3
～
）

・嶺
北
地
域
誘
客
促
進
キ
ャン
ペ
ー
ン
（
クー
ポ
ン
キ
ャン
ペ
ー
ン
：
(一
社
)土
佐

れ
い
ほ
く観
光
協
議
会
）
（
R3
～
R5
）

・土
佐
れ
い
ほ
く肉
フェ
ス
テ
ィバ
ル
（
土
佐
町
商
工
ま
つ
り実
行
委
員
会
主
催
）

（
R5
.1
2）

・土
佐
の
豊
穣
祭
in
嶺
北
「肉
肉
カー
ニバ
ル
」（
土
佐
の
豊
穣
祭
in
嶺
北
実

行
委
員
会
主
催
）
（
R6
.1
0）

地
域
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

■
土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町

・関
係
団
体
等
と連
携
し、
土
佐
あ
か
うし
をメ
イン
とし
た
地
域
イベ
ント
等
を
実
施
す
る
こ

とで
、消
費
者
の
嶺
北
地
域
へ
の
来
訪
を促
進

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
との
連
携
に
関
す
る
調
整
・情
報
提
供
等

【用
語
】
・W
CS
（
W
ho
le
Cr
op
Si
la
ge
）
：
トウ
モロ
コシ
や
稲
の
よう
に
、従
来
は
子
実
を採
る
こと
を目
的
に
作
られ
た
作
物
に
つ
い
て
、繊
維
の
多
い

茎
葉
部
分
と栄
養
価
の
高
い
子
実
部
分
を一
緒
に
収
穫
し、
サ
イレ
ー
ジ
（
家
畜
用
飼
料
の
一
種
）
に
調
整
した
も
の

飼
養
技
術
向
上
、I
oT
機
器
導
入
等
に
よ
る

生
産
性
の
向
上

県
内
産
粗
飼
料
の
利
用
促
進

施
設
整
備

機
器
更
新

営
業
活
動
・販
促
活
動
の
強
化

地
域
イ
ベ
ン
ト等
の
検
討
・実
施

TR
B
規
格
等
を
通
じた
土
佐
あ
か
うし
の
PR

増
頭
に
向
け
た
受
精
卵
移
植
・

畜
舎
整
備
等
の
検
討
・実
施
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

         　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

4 
 土

佐
は

ち
き

ん
地

鶏
・大

川
黒

牛
を

核
とし

た
畜

産
業

の
活

性
化

 
（

大
川

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)む

らび
と本

舗
、◎

(一
社

)大
川

村
ふ

る
さと

む
ら公

社
、大

川
村

(1
)黒

牛
の

販
売

額
　6

,8
15

万
円

 
（

R4
)

5,
24

7.
9

万
円

7,
80

0
万

円

 

AP
へ

の
位

置
づ

け
H2

1.
4 

月
(2

)は
ち

き
ん

地
鶏

販
売

額
1

億
 

2,
67

3
万

円
 

（
R4

)

1
億

 
3,

19
4

万
円

1.
8

億
円

 

事
業

概
要

大
川

村
の

基
幹

産
業

で
あ

る
畜

産
の

振
興

に
よ

り地
域

の
活

性
化

を
図

り、
雇

用
の

確
保

、所
得

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。
  

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

【大
川

黒
牛

】生
産

体
制

の
強

化
 

       

・肥
育

牛
舎

（
15

0 
頭

規
模

）
の

整
備

（
Ｈ

27
）

 
→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
・黒

牛
増

殖
基

金
の

設
立

（
Ｒ

元
）

 
・巡

回
指

導
等

に
よる

技
術

支
援

 
・繁

殖
牛

舎
の

改
修

（
R5

）
 

・「
ま

る
ご

と大
川

」ブ
ラン

デ
ィン

グ
推

進
事

業
に

よ
る

畜
産

物
の

PR
・販

路
拡

大
 

（
R3

～
）

 
・E

C
サ

イト
に

お
け

る
謝

肉
祭

セ
ット

の
販

売
（

R6
）

[成
果

] 
◆

黒
牛

年
間

出
荷

頭
数

 
R2

：
50

 頭
  

R3
：

40
 頭

 
R4

：
51

 頭
 

R5
：

55
 頭

 
R6

：
43

 頭
 

◆
は

ち
きん

地
鶏

販
売

額
 

R
元

:1
15

,1
68

千
円

 
R4

：
12

7,
69

1
千

円
 

R5
：

11
3,

40
9

千
円

 
R6

：
13

1,
94

3
千

円
 

  [課
題

] 
◆

大
川

黒
牛

 
・生

産
人

材
の

不
足

 
・大

川
黒

牛
ブ

ラン
ドと

して
の

市
場

流
通

 
◆

は
ち

きん
地

鶏
 

・収
支

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

つ
つ

生
産

規
模

を
拡

大
で

き
る

体
制

の
構

築
 

・食
鳥

処
理

施
設

の
人

手
不

足
に

伴
う外

部
委

託
増

に
よ

る
収

支
悪

化
 

・営
業

力
の

強
化

【大
川

黒
牛

】生
産

体
制

の
強

化
 

■
(株

)む
らび

と本
舗

 
・繁

殖
牛

、肥
育

牛
の

増
頭

、増
殖

基
金

の
活

用
・後

継
者

人
材

の
獲

得
 

■
大

川
村

 
・各

種
事

業
（

増
殖

基
金

等
）

に
よ

る
経

営
支

援
 

・人
材

確
保

に
向

け
た

地
域

お
こし

協
力

隊
や

外
国

人
技

能
実

習
生

等
の

受
入

 
・「

まる
ご

と大
川

」ブ
ラン

デ
ィン

グ
推

進
事

業
に

よ
る

畜
産

物
の

PR
、販

路
拡

大
 

□
県

（
地

域
本

部
、家

畜
保

健
衛

生
所

等
）

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援

 

 
【は

ち
き

ん
地

鶏
】経

営
改

善
・販

路
拡

大
 

        

・鶏
舎

の
整

備
（

10
万

羽
規

模
）

(H
21

～
H2

2)
→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
・大

川
村

プ
ロジ

ェク
ト産

業
振

興
部

会
の

立
ち

上
げ

（
H2

6～
）

 
・鶏

舎
の

整
備

（
4

万
羽

規
模

）
（

Ｈ
28

）
 

・食
鳥

処
理

施
設

の
整

備
（

H2
9）

 
→

　地
方

創
生

推
進

交
付

金
、産

振
補

助
金

の
活

用
 

・食
鳥

処
理

事
業

の
専

門
的

知
識

を
有

す
る

外
部

専
門

人
材

の
導

入
(R

元
)

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・専
門

家
に

よる
経

営
分

析
及

び
経

営
改

善
計

画
策

定
（

R2
) 

　→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・販
売

量
に

見
合

った
生

産
規

模
の

適
正

化
、販

売
戦

略
の

見
直

し 
（

R2
～

R4
）

→
　産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・営

業
職

員
の

雇
用

（
H3

0～
）

 
・生

産
施

設
（

育
成

舎
3

棟
分

）
に

お
い

て
自

動
給

餌
器

等
整

備
（

R2
）

 
→

　新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

特
別

支
援

事
業

費
 

補
助

金
を

活
用

 
・は

ち
き

ん
地

鶏
事

業
経

営
改

善
会

議
 （

R3
～

R4
　計

4
回

）
 

・は
ち

き
ん

地
鶏

事
業

再
建

チ
ー

ム
会

議
（

R3
～

R6
　計

5
回

）
 

・食
鳥

処
理

施
設

の
人

材
確

保
（

外
国

人
技

能
実

習
生

の
受

け
入

れ
）

(R
6)

【土
佐

は
ち

き
ん

地
鶏

】食
鳥

処
理

施
設

の
安

定
運

営
と収

支
改

善
お

よ
び

販
路

拡
大

 
■

(株
)む

らび
と本

舗
 

・飼
養

管
理

技
術

の
向

上
、鶏

の
安

定
生

産
 

■
(一

社
)大

川
村

ふ
る

さと
む

ら公
社

 
・食

鳥
処

理
施

設
の

人
材

確
保

（
外

国
人

技
能

実
習

生
の

受
け

入
れ

）
 

・事
業

支
出

の
圧

縮
に

よ
る

収
支

改
善

 
・適

正
な

販
売

価
格

の
設

定
、利

益
率

の
高

い
加

工
品

の
営

業
強

化
 

■
大

川
村

 
・関

係
機

関
との

協
議

（
大

川
村

プ
ロジ

ェク
ト等

）
に

よ
る

経
営

改
善

支
援

 
・「

まる
ご

と大
川

」ブ
ラン

デ
ィン

グ
推

進
事

業
に

よ
る

畜
産

物
の

PR
、販

路
拡

大
 

・鶏
舎

・食
鳥

処
理

施
設

の
デ

ジ
タル

技
術

導
入

の
検

討
 

□
県

（
地

域
本

部
、家

畜
保

健
衛

生
所

等
）

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・関
係

機
関

と連
携

した
協

議
（

大
川

村
プロ

ジ
ェク

ト等
）

に
よる

経
営

改
善

支
援

 
・販

路
開

拓
等

の
支

援
 

・巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援

生
産

人
材

の
確

保

鶏
の

安
定

生
産

・鶏
舎

の
整

備
検

討

畜
産

物
の

PR
・販

路
拡

大

巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援

外
国

人
技

能
実

習
生

受
入

食
鳥

処
理

施
設

の
安

定
運

営
・ 

デ
ジ

タ
ル

技
術

導
入

の
検

討

支
出

の
見

直
し

適
正

価
格

の
設

定

収
支

改
善

・単
年

度
黒

字
化

営
業

強
化

・販
路

拡
大

巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

林
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

5 
 嶺

北
地

域
の

林
業

・木
材

関
連

産
業

の
担

い
手

確
保

に
よ

る
地

域
活

性
化

 
（

嶺
北

地
域

全
域

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
本

山
町

、
◎

大
豊

町
◎

土
佐

町
、

◎
大

川
村

、
小

規
模

林
業

事
業

者
（

事
業

体
）

、森
林

組
合

、木
材

加
工

業
・木

工
製

品
等

製
造

業
者

地
域

お
こし

協
力

隊
（

林
業

）
の

着
任

数
３

人
 

（
R4

）
2

人
４

人
10

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R6
.4

月

 

事
業

概
要

地
域

お
こし

協
力

隊
等

の
地

域
定

着
率

ア
ップ

に
よ

る
林

業
・木

材
関

連
産

業
に

お
け

る
新

た
な

担
い

手
の

確
保

を
図

る
た

め
、川

上
～

川
下

ま
で

の
一

体
的

な
人

材
育

成
体

制
を

構
築

す
ると

とも
に

、小
規

模
事

業
者

の
経

営
安

定
化

の
た

め
、林

業
以

外
の

収
入

確
保

（
森

林
資

源
を

活
用

し
た

多
様

な
働

き方
）

へ
の

支
援

を強
化

す
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
域

お
こ

し
協

力
隊

（
林

業
）

の
受

入
れ

・中
山

間
地

域
に

お
け

る
移

住
・定

住
促

進
、担

い
手

確
保

の
た

め
、林

業
分

野
に

お
け

る
地

域
お

こし
協

力
隊

の
受

入
れ

が
拡

大
 

・地
域

お
こし

協
力

隊
任

期
終

了
後

は
、小

規
模

林
業

事
業

者
とし

て
地

域
に

定
着

す
る

ケ
ー

ス
が

多
く、

LL
P（

有
限

責
任

事
業

組
合

）
を

設
立

し、
間

伐
・

造
林

・下
刈

り、
木

材
加

工
等

を行
う小

規
模

林
業

事
業

体
が

誕
生

 （
R5

～
）

[成
果

] 
・地

域
お

こし
協

力
隊

が
着

任
 

→
６

人
（

R6
～

R7
）

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

を
卒

業
者

に
よ

る
小

規
模

林
業

事
業

体
設

立
 

→
本

山
町

：
山

番
LL

P
（

H2
8）

 
土

佐
町

：
LL

P
トサ

イチ
ヨ 

ン（
R5

）
 

 [課
題

] 
・所

得
向

上
に

向
け

た
、木

材
加

工
等

の
育

成
体

制
の

確
立

 
・小

規
模

事
業

者
の

経
営

安
定

化
 

・都
市

部
か

ら
の

移
住

促
進

に
向

け
た

情
報

発
信

力
向

上
 

       

一
体

的
な

人
材

育
成

体
制

の
構

築
 

■
本

山
町

、大
豊

町
、土

佐
町

、大
川

村
、小

規
模

事
業

者
（

事
業

体
）

、森
林

組
合

、木
材

加
工

業
・木

工
製

品
等

製
造

業
者

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

在
任

中
に

、林
業

で
必

要
な

ス
キ

ル
の

習
得

に
加

え
て

、川
中

・ 
川

下
の

基
礎

を
学

べ
る

環
境

づ
くり

を推
進

 
→

 林
業

（
間

伐
、造

林
、下

刈
り作

業
等

）
の

地
域

で
の

O
JT

体
制

を強
化

 
→

 木
材

加
工

業
・木

工
製

品
等

製
造

業
者

に
お

け
る

研
修

等
の

受
入

れ
を

促
進

 
□

県
（

林
業

振
興

事
務

所
、地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、現
場

指
導

及
び

情
報

収
集

、各
種

取
り組

 
み

の
進

捗
管

理
等

 
小

規
模

事
業

者
（

事
業

体
）

の
経

営
安

定
化

 
■

本
山

町
、大

豊
町

、土
佐

町
、大

川
村

、小
規

模
事

業
者

（
事

業
体

）
 

　・
林

業
＋

αの
収

入
確

保
とし

て
、森

林
資

源
を

活
用

し
た

木
材

加
工

や
薪

の
生

 
産

、特
用

林
産

物
生

産
、森

林
体

験
等

の
実

施
を

支
援

・促
進

 
□

県
（

林
業

振
興

事
務

所
、地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、現
場

指
導

及
び

情
報

収
集

、各
種

取
り組

 
み

の
進

捗
管

理
等

 
 

 
情

報
発

信
 

         

・高
知

暮
らし

フェ
アや

四
国

暮
らし

フェ
ア

で
の

情
報

発
信

（
通

年
）

 
・町

村
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

地
域

お
こし

協
力

隊
の

募
集

や
広

報
誌

で
の

紹
介

等
（

通
年

）
 

     

効
果

的
な

情
報

発
信

 
■

本
山

町
、大

豊
町

、土
佐

町
、大

川
村

、小
規

模
事

業
者

（
事

業
体

）
、森

林
組

合
、木

材
加

工
業

・木
工

製
品

等
製

造
業

者
 

　・
高

知
暮

らし
フェ

ア
等

に
お

い
て

現
役

の
地

域
お

こし
協

力
隊

が
地

域
で

の
暮

ら 
し

や
働

き
方

に
つ

い
て

語
る

な
ど、

U
Iタ

ー
ン

検
討

者
へ

の
積

極
的

な
PR

を
実

 
施

 
　・

イ
ン

ター
ン

シ
ップ

の
拡

充
 

□
県

（
林

業
振

興
事

務
所

、地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、各

種
取

り組
み

の
進

捗
管

理
等

林
業

O
JT

体
制

 
強

化
検

討
林

業
O

JT
体

制
 

強
化

川
中

・川
下

 
研

修
等

受
入

れ
検

討
川

中
・川

下
 

研
修

等
受

入
れ

実
施

森
林

資
源

を
活

用
した

林
業

＋
α事

業
の

 
検

討
・実

施

情
報

発
信

の
強

化

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
の

拡
充
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
6
嶺
北
地
域
の
シ
ソ
・ユ
ズ
を
活
用
した
地
域
産
業
の
活
性
化

（
本
山
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
、集
落
活
動
セ
ン
ター
汗
見
川
、生
産
者
、本
山
町

(1
)シ
ソ・
ユ
ズ
商
品
の
販
売

額
0.
65
億
円

（
R4
）

1.
0
億
円

1
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
5.
4
月

(2
)シ
ソ原
液
出
荷
量

8,
87
4L

（
R5
）

10
,8
54
L

12
,3
12
L

12
,2
40
L

事
業
概
要

町
内
に
お
い
て
シ
ソ
・ユ
ズ
の
生
産
維
持
・拡
大
に
取
り組
む
とと
も
に
、関
連
商
品
の
生
産
体
制

強
化
・販
路
拡
大
を行
うこ
とで
、さ
らな
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

シ
ソ
・ユ
ズ
を
活
用
し
た

商
品
の
生
産

・嶺
北
地
域
産
の
ユ
ズ
を
使
った
清
涼
飲
料
水
「ゆ
ず
ご
こ
ち
」の
販
売
開
始

（
H1
8）

・(
有
)さ
め
うら
フー
ズ
と集
落
活
動
セ
ン
ター
汗
見
川
が
共
同
で
シ
ソ
を
使
った
商

品
開
発
を
開
始
（
H2
5）

・お
い
し
そ
ア
イ
ス
（
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィー
、
ア
イ
ス
カ
ップ
）
販
売
開
始

（
H2
6）
、清
涼
飲
料
水
「し
そご
こち
」販
売
開
始
（
H2
8）

・新
商
品
とし
て
「本
山
お
い
しそ
サ
ワー
の
素
」を
発
売
（
R2
）

・「
ゆ
ず
ご
こち
」、
「し
そ
ご
こち
」生
産
拡
大
の
た
め
、ペ
ット
ボ
トル
製
品
製
造
工

場
を
整
備
、O
EM
生
産
か
ら自
社
製
造
に
切
り替
え

→
中
企
庁
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用
（
R3
）

[成
果
]

・地
元
産
シ
ソ
・ユ
ズ
を
活
用

し
た
ジ
ュー
ス
・氷
菓
等
の
開

発 ・「
しそ
ご
こち
」が
「高
知
家
の

う
ま
い
も
の
大
賞
20
18

Am
az
on

賞
」
を
受
賞

（
H3
0）

・(
有
)さ
め
うら
フー
ズ
と集
落

活
動
セ
ン
ター
汗
見
川
の
シ
ソ

事
業
の
連
携
が
「第

35
回

高
知
県
地
場
産
業
大
賞
産

業
賞
」を
受
賞
（
R2
）

・し
そご
こち
売
上
本
数

H2
8：
5
万
本

→
R6
：
33
万
本

・シ
ソ
原
液
出
荷
量
（
集
落

活
動
セ
ンタ
ー
汗
見
川
）

H2
7：
1,
80
0L

→
R7
：
12
,3
12
L

[課
題
]

・商
品
生
産
等
に
係
る
人
材

確
保

・シ
ソ
原
液
の
冷
凍
保
管
ス
ペ

ー
ス
等
の
確
保

・原
料
の
安
定
確
保

・商
品
ライ
ンナ
ップ
の
拡
充

生
産
性
向
上
の
取
り組
み

■
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
、本
山
町

・商
品
生
産
の
効
率
化
に
向
け
た
生
産
管
理
手
法
の
検
討
・導
入

・特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合
等
を
活
用
した
人
材
確
保
の
検
討

・シ
ソ
原
液
の
冷
凍
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
等
、設
備
投
資
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・生
産
管
理
や
商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
等
に
よ
る
支
援
、設
備
投
資

に
関
す
る
産
振
補
助
金
等
の
活
用
支
援
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

県
外
で
の
販
路
拡
大

・「
しそ
ご
こち
」と
汗
見
川
清
流
館
を
PR
す
る
CM
の
制
作
・放
映
（
H2
8）

・ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ット
トレ
ー
ドシ
ョー
等
の
県
外
商
談
会
へ
の
出
展
や
県
外
大
手

食
品
卸
を
通
じ、
首
都
圏
・関
西
を
中
心
に
全
国
の
ス
ー
パ
ー
等
へ
取
引
を展
開

・S
NS
等
を
活
用
した
「本
山
お
い
しそ
うれ
しそ
た
の
しそ
キ
ャン
ペ
ー
ン」
に
よる
販

売
促
進
活
動
（
R3
～
R6
）

県
外
で
の
販
路
拡
大

■
(有
)さ
め
うら
フー
ズ

・県
外
商
談
会
等
へ
の
出
展
や
営
業
活
動
を
強
化

・「
本
山
お
い
しそ
サ
ワ
ー
の
素
」等
の
関
連
商
品
に
お
け
る
飲
食
店
との
業
務
用
取
引
の

展
開
を
強
化

・新
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・(
一
財
)高
知
県
地
産
外
商
公
社
等
との
連
携
調
整
、プ
ロモ
ー
シ
ョン
戦
略
に
関
す
る

産
振
ア
ドバ
イザ
ー
等
に
よる
支
援
、各
種
商
談
会
や
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

原
料
生
産
の
強
化

・ユ
ズ
の
生
産
か
ら加
工
販
売
まで
の
一
貫
した
体
制
の
構
築
（
H1
2～
）

・汗
見
川
産
シ
ソ
の
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
へ
の
納
品
開
始
（
H2
6）

・嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
の
支
援
の
も
と、
シ
ソ栽
培
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
（
R2
)

・シ
ソ
収
量
増
加
に
向
け
て
、町
内
に
お
け
る
栽
培
地
域
の
拡
大
（
集
落
活
動
セ

ンタ
ー
な
め
か
わ
が
生
産
者
に
加
入
：
R2
～
)

原
料
生
産
の
強
化

■
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
、集
落
活
動
セ
ンタ
ー
汗
見
川
、生
産
者
、本
山
町

・シ
ソ
の
安
定
生
産
に
向
け
て
、担
い
手
確
保
と併
せ
た
栽
培
地
域
の
維
持
・拡
大
検
討

・シ
ソ
原
液
製
造
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
新
加
工
施
設
整
備
の
検
討

・ユ
ズ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
、(
有
)さ
め
うら
フー
ズ
の
自
社
農
場
で
の
苗
木
の
育
成
や

生
産
面
積
の
拡
大
、生
産
者
との
連
携
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・各
種
情
報
提
供
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
や
産
振
補
助
金
、集
活
セ
ン
ター
補
助

金
等
活
用
支
援
、関
係
機
関
との
連
携
調
整

生
産
管
理
手
法
の
検
討
・導
入

新
商
品
開
発

県
外
商
談
会
等
へ
の
出
展
・営
業
活
動
強
化

業
務
用
取
引
の
展
開
強
化

（
本
山
お
い
しそ
サ
ワ
ー
の
素
等
）

シ
ソ
の
栽
培
地
域
維
持
・拡
大
検
討

（
担
い
手
確
保
含
む
）

ユ
ズ
の
生
産
拡
大

シ
ソ
原
液
の
冷
凍
保
管
ス
ペ
ー
ス
拡
大
等

設
備
投
資
の
検
討

人
材
確
保
の
検
討

新
加
工
施
設
整
備
の
検
討
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
7
れ
い
ほ
く野
菜
等
の
特
産
品
を
活
用
した
ビジ
ネ
ス
の
活
性
化

（
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
sa
nc
hi
ka
ra
、N
PO
法
人
土
佐
さめ
うら
観
光
協
会
、土
佐
町

県
外
飲
食
店
等
との
直
接

取
引
に
よ
る
販
売
額

3,
50
0
万
円

(R
4)

4,
40
0
万
円

1
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

事
業
概
要

嶺
北
地
域
の
小
規
模
農
家
等
が
生
産
す
る
農
産
物
を
集
約
し、
都
市
部
の
飲
食
店
等
へ
の
直

接
販
売
を行
うビ
ジ
ネ
ス
を
強
化
して
、さ
らな
る
売
上
げ
増
を
図
り、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

農
産
物
の
直
接
販
売
の

仕
組
み
づ
くり

・受
発
注
シ
ス
テ
ム
を
活
用
した
農
産
物
の
直
接
販
売
（
H2
8～
）

・嶺
北
地
域
内
の
生
産
者
へ
の
呼
び
か
け

・新
規
就
農
者
との
連
携
（
H2
9～
）

・s
an
ch
ik
ar
a
の
立
ち
上
げ
（
H2
9）

・栽
培
イタ
ドリ
の
生
産
地
視
察
（
H2
9）

・集
出
荷
拠
点
確
保
に
向
け
た
検
討
（
H3
0～
）

・さ
くら
市
との
連
携
（
R
元
～
）

・地
域
内
加
工
事
業
者
の
販
路
拡
大
支
援
（
R3
～
）

[成
果
]

・直
接
取
引
飲
食
店
等
の
件

数
H2
7：
0
件

→
R６
：
50
5
件

・直
接
取
引
関
係
生
産
者
等

H2
7：
0
者

→
R６
：
40
者

・売
上
げ
の
増
加

H3
0:
1,
95
5
万
円

→
R６
:4
,4
00
万
円

（
取
扱
品
目
は
飲
食
店
、小

売
店
へ
の
青
果
・加
工
品
）

[課
題
]

・多
様
な
品
目
の
確
保

・販
路
拡
大

・一
般
消
費
者
の
販
売
額
拡

大 ・生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
う

新
規
就
農
者
の
確
保

さ
ら
な
る
農
産
物
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
くり

■
sa
nc
hi
ka
ra

・生
産
者
へ
の
呼
び
か
け
、管
内
直
販
所
・加
工
事
業
者
等
との
連
携

・新
た
な
農
産
物
の
掘
り起
こし

・顧
客
の
ニー
ズ
に
対
応
した
取
扱
い
品
目
の
充
実

・研
修
制
度
等
の
整
備
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
くり

■
土
佐
町

・集
出
荷
拠
点
の
確
保
に
向
け
た
検
討

・新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
た
人
材
確
保

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
の
拡
大

・「
ス
ー
パ
ー
マー
ケ
ット
トレ
ー
ドシ
ョー
」な
ど、
県
外
商
談
会
へ
の
出
展 （
H2
8～
）

・産
地
視
察
型
商
談
会
の
受
入
（
H2
8～
）

・ふ
る
さと
納
税
の
受
託
（
H2
8～
）

・道
の
駅
土
佐
さめ
うら
で
の
直
販
（
H3
0～
）

・ま
る
ご
と高
知
で
の
販
売
（
R
元
）

・土
佐
れ
い
ほ
く博
関
連
イベ
ント
へ
の
出
展
（
R
元
）

・阪
急
梅
田
関
係
との
ス
ポ
ット
販
売
の
検
討
（
R2
）

・E
C
サ
イト
に
よ
る
一
般
消
費
者
向
け
販
売
強
化
（
R6
～
）

外
商
活
動
の
強
化

■
sa
nc
hi
ka
ra

・県
外
商
談
会
や
イベ
ント
等
へ
の
参
加
、産
地
視
察
の
受
入
れ
、ふ
る
さと
納
税
へ
の

販
売
の
充
実

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理

・販
路
拡
大
の
た
め
の
各
種
商
談
会
、支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

都
市
部
の
中
小
規
模
飲
食
店
等
へ
の

営
業
活
動
・販
路
拡
大

各
種
商
談
会
・イ
ベ
ン
ト等
へ
の
参
加

販
売
商
品
（
農
産
物
・加
工
品
）
の

さ
らな
る
発
掘

集
出
荷
拠
点
、新
規
就
農
者
確
保
に
向
け
た

仕
組
み
づ
くり
の
検
討
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
8 

 嶺
北

地
域

で
14

0
年

続
く酒

蔵
を

核
とし

た
地

域
活

性
化

 
（

土
佐

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 

実
施

主
体

◎
土

佐
酒

造
(株

)
(1

)売
上

高
3

億
2,

27
5

万
円

 
(R

4)

3
億

2,
71

0
万

円
4.

5
億

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H3
0.

4 
月

(2
)地

元
産

原
料

米
調

達
量

16
8t

 
(R

4）
13

2t
36

9.
4t

23
0t

 

事
業

概
要

嶺
北

地
域

の
酒

米
に

こだ
わ

った
、土

佐
酒

造
(株

)の
高

品
質

な
日

本
酒

の
さら

な
る

生
産

体
制

の
強

化
及

び
海

外
へ

の
販

路
拡

大
を

図
り、

売
上

増
に

つ
な

げ
る

とと
も

に
、経

済
効

果
を

地
域

に
波

及
させ

るた
め

、地
元

産
の

酒
米

を
大

量
か

つ
安

定
的

に
生

産
で

き
る体

制
を

確
立

す
る

。　
　 

ま
た

、日
本

酒
の

販
路

拡
大

と、
酒

米
の

生
産

拡
大

の
取

り組
み

を
通

じて
、地

域
に

お
け

る
雇

用
創

出
を図

る
。

(3
)従

業
者

数
19

人
 

(R
4）

27
人

25
人

33
人

 
 

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

性
の

向
上

及
び

販
路

拡
大

 
      

・新
工

場
増

築
、サ

ー
マ

ル
タン

ク導
入

（
H3

0）
 

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・建
屋

建
設

（
作

業
ス

ペ
ー

ス
を

建
屋

で
囲

う）
、ボ

イラ
ー

2
基

導
入

 
（

R2
～

R3
）

→
　新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
対

策
産

業
振

興
推

進
 

特
別

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・新
工

場
増

築
、自

動
洗

瓶
機

、蒸
米

温
風

冷
却

装
置

導
入

（
R4

) 
→

　高
知

県
食

品
加

工
施

設
等

整
備

促
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・国
内

及
び

欧
州

や
アジ

ア
地

域
へ

の
営

業
強

化
（

R5
～

）
 

・全
自

動
洗

濯
機

(蒸
気

式
)、

蒸
気

式
乾

燥
機

、蒸
気

ボ
イラ

導
入

（
R5

）
 

　　
　→

　高
知

県
原

油
高

騰
緊

急
対

策
設

備
投

資
支

援
事

業
費

補
助

金
 

　の
活

用
 

[成
果

] 
・品

質
や

衛
生

管
理

面
が

強
化

され
た

新
工

場
及

び
酒

造
設

備
が

整
備

され
、国

内
外

へ
の

販
路

が
拡

大
し

売
上

高
が

増
加

 
R2

：
2

億
1,

47
0

万
円

 
→

R6
 :

3
億

2,
27

5
万

円
 

 ・地
元

産
原

料
米

の
調

達
量

が
順

調
に

増
加

 
R2

：
10

0t
 

→
　R

6：
13

2t
 

 
[課

題
] 

・国
内

外
に

お
け

る
継

続
的

な
販

路
開

拓
 

・生
産

性
の

向
上

に
向

け
た

製
造

設
備

等
の

導
入

 
・地

元
産

の
酒

米
を

大
量

か
つ

安
定

的
に

確
保

で
き

る
体

制
づ

くり

販
路

拡
大

・売
上

増
 

■
土

佐
酒

造
(株

) 
・新

工
場

建
設

に
よ

る
生

産
能

力
の

向
上

を
踏

まえ
、欧

州
や

ア
ジ

ア
地

域
に

加
え

て
、 

北
米

や
豪

州
に

も
販

路
を

拡
げ

売
上

げ
の

増
加

を目
指

す
。 

・国
内

外
で

の
イベ

ント
や

各
種

商
談

会
へ

の
参

加
 

・飲
食

店
等

へ
の

個
別

の
営

業
活

動
の

継
続

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・県
関

係
機

関
との

橋
渡

し、
商

談
会

等
の

紹
介

、各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
 

供
 

生
産

性
の

向
上

 
■

土
佐

酒
造

(株
) 

・生
産

性
の

向
上

に
つ

な
が

る
製

造
設

備
の

さら
な

る
導

入
 

・人
材

育
成

の
強

化
（

ｅ
ラー

ニ
ング

の
実

施
等

）
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 

 
地

元
産

原
料

米
の

調
達

拡
大

 
  

・土
佐

町
酒

米
生

産
拡

大
交

付
金

を
活

用
し

た
酒

米
づ

くり
農

家
へ

の
支

援
（

通
年

）
 

・酒
米

増
産

に
向

け
た

農
家

へ
の

説
明

、契
約

農
家

の
確

保
（

通
年

）
 

    

地
元

産
原

料
米

の
調

達
拡

大
 

■
土

佐
酒

造
(株

) 
・地

元
の

契
約

農
家

の
確

保
、各

契
約

農
家

との
調

整
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よ

る
目

標
達

成
に

向
け

た
進

捗
管

理
等

 
・県

や
町

の
関

係
機

関
に

お
け

る
酒

米
増

産
に

向
け

た
生

産
体

制
の

仕
組

み
づ

くり
の

検
討

（
土

佐
町

松
ヶ丘

地
域

）

品
質

や
生

産
性

の
向

上
に

向
け

た
さ

ら
な

る
製

造
設

備
の

導
入

国
内

外
で

の
営

業
活

動
・情

報
発

信

地
元

農
家

と連
携

した
原

料
米

の
調

達
拡

大

酒
米

増
産

体
制

の
検

討
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
9 

 ジ
ビエ

を
活

用
した

ロ
ー

カ
ル

ビジ
ネ

ス
の

推
進

 
（

大
豊

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

燈
の

で
家

、大
豊

町
商

工
会

、大
豊

町
ひ

や

(1
)ペ

ット
フー

ド販
売

額
16

6
万

円
 

（
R４

）
24

1
万

円
50

0
万

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R2
.4

月
(2

)宿
泊

事
業

売
上

高
－

ー
50

0
万

円

 

事
業

概
要

　
ジ

ビエ
肉

（
主

に
シ

カ肉
）

を活
用

した
ペ

ット
フー

ド商
品

を製
造

・販
売

す
ると

とも
に

、新
事

業
（

宿
泊

事
業

）
に

着
手

し、
宿

泊
事

業
とセ

ット
で

収
益

性
の

向
上

を
図

り、
交

流
人

口
の

拡
大

と
地

域
雇

用
の

創
出

へ
つ

な
げ

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

拡
大

 
    

・製
造

設
備

・新
加

工
場

整
備

に
向

け
た

検
討

（
R2

～
）

 
→

　産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
（

R7
）

 
・事

業
（

経
営

）
戦

略
策

定
着

手
（

R4
～

）
 

　　
→

　産
業

振
興

セ
ンタ

ー
の

制
度

を
活

用
 

・地
元

猟
友

会
や

高
知

県
猟

友
会

及
び

近
隣

エリ
ア（

高
知

市
、南

国
市

、本
 

山
町

等
）

へ
の

原
料

（
シ

カ肉
）

買
い

取
り

PR
実

施
（

R6
～

）
 

・開
発

中
の

レ
トル

ト商
品

に
係

る
販

売
戦

略
の

策
定

 
→

地
産

・地
消

外
商

課
の

「事
業

戦
略

策
定

支
援

セ
ミナ

ー
」を

活
用

（
R7

）

[成
果

] 
・展

示
会

出
展

 
　R

5：
9

会
場

(関
東

2、
関

西
7)

 
・関

東
・関

西
圏

以
外

の
販

路
開

拓
 

　R
5：

九
州

エ
リア

 
  [課

題
] 

・原
料

（
シ

カ肉
）

の
確

保
 

・効
率

的
な

生
産

体
制

の
構

築
 

・既
存

施
設

（
旧

旅
館

）
を

活
用

した
宿

泊
事

業
の

経
営

戦
略

の
策

定
及

び
地

域
資

源
を

活
用

した
商

品
づ

くり

原
材

料
（

シ
カ

肉
等

）
の

確
保

 
■

燈
の

で
家

 
・猟

師
の

持
ち

込
み

に
頼

らな
い

安
定

した
原

材
料

確
保

の
仕

組
み

づ
くり

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・県
内

の
狩

猟
者

等
の

情
報

提
供

 
製

造
の

効
率

化
 

■
燈

の
で

家
 

・宿
泊

事
業

の
事

業
戦

略
とあ

わ
せ

た
製

造
効

率
化

に
か

か
る

設
備

投
資

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・産
振

補
助

金
等

、各
種

助
成

制
度

の
情

報
提

供

 

 
販

路
拡

大
 

       

・ペ
ット

フー
ドの

関
東

圏
へ

の
販

路
拡

大
検

討
（

R2
）

 
→

　産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・関
東

圏
の

量
販

店
等

の
取

引
開

始
（

R2
～

) 
・展

示
会

等
へ

の
出

展
、ペ

ット
フー

ドの
成

分
分

析
、販

促
グ

ッズ
作

成
（

R5
) 

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・新
商

品
「ほ

ろ
ほ

ろ
ジ

ャー
キ

ー
」の

開
発

（
催

事
限

定
販

売
）

（
R6

）
 

・新
商

品
(シ

カの
レバ

ー
)の

販
売

開
始

（
R7

）
 

 

販
促

活
動

の
実

施
 

■
燈

の
で

家
 

・付
加

価
値

を
高

め
た

ジ
ビエ

ペ
ット

フー
ド商

品
開

発
 

・展
示

会
・イ

ベ
ント

へ
の

出
展

（
Bt

oB
、B

to
C）

 
・自

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

の
機

能
向

上
、S

NS
に

よ
る

情
報

発
信

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・展
示

会
、イ

ベ
ント

等
の

情
報

提
供

 
・産

振
補

助
金

等
、各

種
助

成
制

度
の

情
報

提
供

 
新

事
業

（
宿

泊
事

業
）

の
検

討
 

      

・事
業

（
経

営
）

戦
略

策
定

サ
ポ

ー
トに

お
い

て
新

事
業

（
宿

泊
事

業
）

の
検

討
（

R4
～

）
 

・ジ
ビエ

と宿
泊

に
取

り組
む

先
進

地
に

関
す

る
情

報
収

集
（

R5
～

）
 

・宿
泊

事
業

に
関

す
る

経
営

戦
略

検
討

開
始

（
R6

～
）

 
　　

→
　産

業
振

興
セ

ンタ
ー

の
制

度
を

活
用

 
・新

事
業

（
宿

泊
事

業
）

開
始

に
向

け
た

資
金

調
達

及
び

事
業

計
画

の
検

討
（

R7
～

）
 

→
　産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

タ
ー

ゲ
ット

を
見

据
え

た
宿

泊
事

業
の

展
開

 
■

燈
の

で
家

 
・ジ

ビエ
と宿

泊
に

取
り組

む
先

進
事

例
の

調
査

 
・既

存
施

設
（

旧
旅

館
）

の
活

用
検

討
（

施
設

改
修

）
 

・宿
泊

事
業

に
必

要
な

各
種

資
格

取
得

 
・旧

立
川

番
所

との
コラ

ボ
な

ど、
地

域
資

源
を活

用
した

商
品

づ
くり

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

の
活

用
、産

振
補

助
金

等
の

各
種

助
成

制
度

の
情

報
提

供

生
産

拡
大

に
向

け
た
 

新
加

工
場

の
検

討

町
内

外
の

狩
猟

者
等

との
連

携
・調

達

付
加

価
値

を
高

め
た

ジ
ビエ

ペ
ット

フー
ド商

品
開

発

現
地

視
察

等
調

査

施
設

改
修

に
向

け
た

検
討
 

（
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
活

用
）

新
事

業
に

向
け

た
 

施
設

改
修

必
要

な
資

格
等

の
取

得

情
報

発
信
 

ア
ド

バ
イ

ザ

ー
活

用

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

構
築

 
SN

S
等

を
効

果
的

に
活

用
し

た
情

報

発
信

効
率

化
に

向
け

た
製

造
設

備
導

入

展
示

会
・イ

ベ
ン

ト等
へ

の
出

展
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
10

  
どぶ

ろ
くに

よ
る

「杉
の

大
杉

」エ
リア

の
活

性
化

 
（

大
豊

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
、大

豊
町

商
工

会
、大

豊
町

(1
)ど

ぶ
ろ

く商
品

販
売

額
15

0
万

円
 

（
R4

)
14

8
万

円
50

0
万

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R6
.4

月
(2

)大
杉

周
辺

エ
リア

入
込

数
 

（
道

の
駅

、杉
の

大
杉

）
97

,3
64

人
 

（
R4

)
93

,4
11

人
11

0,
00

0
人

 

事
業

概
要

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
に

お
い

て
、ど

ぶ
ろ

くの
既

存
商

品
の

磨
き

上
げ

と新
商

品
の

開
発

を
行

い
、販

路
拡

大
・売

上
げ

の
増

加
を

目
指

す
とと

も
に

、規
模

拡
大

に
応

じた
生

産
・加

工
設

備
の

導
入

も
視

野
に

入
れ

、地
場

産
業

とし
て

の
振

興
を

図
る

。ま
た

、隣
接

す
る

「杉
の

大
杉

」や
「道

の
駅

大
杉

」を
含

め
た

大
杉

エリ
ア

全
体

に
お

い
て

、ど
ぶ

ろ
く振

興
に

よ
る

稼
げ

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

販
路

拡
大

 
    

・世
代

交
代

に
よ

り新
規

営
業

開
始

（
R3

）
 

・高
知

県
どぶ

ろ
く研

究
会

加
盟

（
R4

）
 

・I
ns

ta
gr

am
等

の
SN

S
を

活
用

した
情

報
発

信
（

R4
）

 
・既

存
商

品
の

磨
き

上
げ

・新
商

品
開

発
（

R4
～

R5
）

 
→

　産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・商
品

の
パ

ッケ
ー

ジ
等

デ
ザ

イン
の

刷
新

・成
分

分
析

（
R5

）
 

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・既
存

商
品

持
ち

帰
り用

の
保

冷
剤

や
発

泡
ス

チ
ロー

ル
の

提
供

 
（

R6
.4

～
）

 
・キ

ャッ
シ

ュレ
ス

決
済

の
導

入
（

R6
.5

～
) 

・ネ
ット

シ
ョッ

プ
（

BA
SE

）
運

用
開

始
（

R6
.1

0～
）

 
・低

ア
ル

コー
ル

どぶ
ろ

く「
ふ

ぁー
す

とた
い

む
」の

商
品

化
（

R7
）

[成
果

] 
・新

商
品

開
発

 
　　

R7
：

2
件

 
・I

ns
ta

gr
am

フォ
ロワ

ー
数

 
　　

R7
：

26
3

人
 

  [課
題

] 
・幅

広
い

年
齢

層
（

特
に

若
年

層
）

へ
の

商
品

の
充

実
及

び
販

路
開

拓
 

・雇
用

創
出

に
つ

な
が

る
生

産
体

制
の

構
築

 
・大

杉
エ

リア
全

体
で

の
集

客
ア

ッ
プ

新
商

品
の

開
発

 
■

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
 

・厳
密

な
温

度
管

理
が

い
らな

い
、幅

広
い

年
齢

層
が

楽
しめ

る
よ

うな
、火

入
れ

した
ど

ぶ
ろ

くや
関

連
商

品
の

開
発

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
（

以
下

同
じ）

 
・新

商
品

開
発

へ
の

ア
ドバ

イス
、各

種
助

成
制

度
の

情
報

提
供

 
販

促
活

動
の

実
施

 
■

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
 

・県
外

市
場

へ
の

販
売

体
制

の
強

化
（

ネ
ット

販
売

）
 

・I
ns

ta
gr

am
等

の
SN

S
を

活
用

した
効

果
的

な
情

報
発

信
 

　・
生

酒
：

県
内

宿
泊

施
設

と連
携

して
「こ

こで
しか

飲
め

な
い

どぶ
ろ

く」
の

宿
泊

プ
ラン

化
 

　・
火

入
れ

：
県

外
の

県
人

会
総

会
等

の
場

を
活

用
した

PR
強

化
 

・そ
の

他
：

幅
広

い
年

齢
層

が
楽

しめ
る

よ
うな

商
品

開
発

、嶺
北

エ
リア

の
小

売
店

等
 

で
の

販
売

促
進

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　・
販

売
促

進
活

動
へ

の
ア

ドバ
イス

、各
種

商
談

会
や

研
修

会
等

の
情

報
提

供

 

 
大

杉
エ

リ
ア

全
体

で
の

集
客

ア
ップ

の
検

討
・ど

ぶ
ろ

く購
入

者
へ

の
周

辺
観

光
情

報
等

の
PR

（
R4

～
）

 
・店

舗
内

に
お

け
る

杉
の

大
杉

関
連

の
商

品
販

売
（

R4
～

）
 

・大
杉

エ
リア

内
の

観
光

施
設

及
び

事
業

者
の

店
舗

へ
の

観
光

パ
ンフ

レ
ット

設
置

に
よ

る
PR

の
促

進
（

R7
～

）
 

・「
出

張
高

知
蔦

屋
書

店
in

お
お

とよ
小

学
校

」の
開

催
（

R7
）

エ
リア

内
で

連
携

した
集

客
ア

ップ
の

取
り組

み
 

□
農

家
食

堂
ファ

ミリ
ー

大
杉

、大
豊

町
 

　・
観

光
拠

点
施

設
を

つ
な

ぐイ
ンセ

ンテ
ィブ

等
の

仕
組

み
検

討
 

　　
（

「杉
の

大
杉

」の
入

場
券

、ど
ぶ

ろ
くの

試
飲

、道
の

駅
や

ファ
ミリ

ー
大

杉
で

使
え

る
金

 
券

を
セ

ット
に

した
クー

ポ
ンの

造
成

な
ど）

 
■

県
（

地
域

本
部

）
 

・農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
と観

光
拠

点
施

設
との

つ
な

ぎ
、橋

渡
し

 
生

産
規

模
の

拡
大

・現
状

の
設

備
等

に
つ

い
て

課
題

の
抽

出
（

事
業

規
模

拡
大

を
見

据
え

た
場

合
の

生
産

加
工

設
備

の
導

入
な

ど）
(R

4～
R5

) 
　→

　産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用

生
産

・加
工

設
備

の
導

入
 

□
農

家
食

堂
ファ

ミリ
ー

大
杉

 
　・

作
業

効
率

化
と規

模
拡

大
を

見
据

え
た

生
産

・加
工

設
備

の
導

入
検

討
 

■
県

（
地

域
本

部
）

 
　・

産
振

補
助

金
を

含
め

た
各

種
助

成
制

度
の

活
用

を
提

案
 

情
報

発
信

に
関

す
る

各
種

研
修

会
受

講 先
進

地
視

察
等

 
情

報
収

集
生

産
・加

工
設

備
の

導
入

検
討

関
係

者
と

の
協

議

エ
リア

内
で

の
連

携
した

 
集

客
ア

ップ
の

取
り組

み
開

始

効
果

的
な

情
報

発
信

・販
売

促
進

活
動

宿
泊

施
設

と
の

協
議

宿
泊

・ど
ぶ

ろ
くの

プ
ラ

ン
化

開
始

販
売

開
始

既
存

商
品

の
磨

き
上

げ

新
商

品
開

発
販

売
開

始
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

11
  

嶺
北

地
域

に
お

け
る

広
域

観
光

の
振

興
 

（
嶺

北
地

域
全

域
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

、本
山

町
、大

豊
町

、土
佐

町
、大

川
村

(1
)主

要
観

光
施

設
の

 
入

込
数

38
5,

34
3

人
 

(R
5

見
込

)
37

1,
79

7
人

42
9,

42
0

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4 
月

(2
)主

要
宿

泊
施

設
の

 
宿

泊
者

数
27

,5
82

人
 

(R
5

見
込

)
22

,9
20

人
35

,3
00

人

 

事
業

概
要

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

を
中

心
に

、嶺
北

地
域

の
自

然
、歴

史
、文

化
、暮

らし
な

どの
多

様
な

地
域

資
源

を
生

か
した

、訴
求

力
の

あ
る

旅
行

商
品

の
造

成
を

進
め

る
とと

も
に

、タ
ー

ゲ
ット

に
応

じた
的

確
な

情
報

発
信

等
マー

ケ
テ

ィン
グ

活
動

を
強

化
し、

嶺
北

地
域

の
観

光
地

と
して

の
知

名
度

を
高

め
交

流
人

口
の

拡
大

を
図

る
こと

で
、観

光
産

業
の

「稼
ぐ力

」を
培

い
、地

域
経

済
の

活
性

化
を

目
指

す
。

(3
)主

要
観

光
・宿

泊
施

設
 

消
費

額

51
2,

43
6 

千
円

 
(R

5
見

込
)

48
0,

07
6 

千
円

71
5,

99
5 

千
円

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

宿
泊

旅
行

の
誘

客
推

進
 

 
・I

ns
ta

gr
am

、F
ac

eb
oo

k、
X

を
活

用
し、

県
内

外
及

び
、海

外
に

れ
い

ほ
く

地
域

の
認

知
度

を高
め

観
光

客
等

を増
や

す
た

め
の

情
報

発
信

（
通

年
）

 
・O

TA
を

活
用

した
情

報
発

信
（

通
年

）
 

・分
散

型
宿

泊
モ

デ
ル

（
れ

い
ほ

くホ
テ

ル
構

想
）

の
実

現
に

向
け

た
、実

地
調

査
及

び
宿

泊
事

業
者

へ
の

参
加

意
向

調
査

の
実

施
（

R7
）

 
・観

光
庁

事
業

（
地

域
魅

力
向

上
事

業
）

を
活

用
した

「土
佐

あ
か

うし
」を

核
とし

た
宿

泊
商

品
（

ガ
ス

トロ
ノミ

ー
）

の
造

成
お

よ
び

販
売

（
R7

）

[成
果

] 
・教

育
旅

行
の

誘
致

校
数

 
　R

４
：

12
3

校
 

　R
５

：
87

校
 

　R
６

：
48

校
 

・「
れ

い
ほ

くる
。」

参
加

事
業

者
数

（
参

加
者

数
）

 
R4

: 
8

事
業

者
(9

4
人

) 
R5

:1
3

事
業

者
(7

3
人

) 
R6

:1
0

事
業

者
(7

8
人

) 
・ツ

ア
ー

集
客

件
数

(人
数

) 
R3

:3
5

件
( 

64
6

人
) 

R5
:9

8
件

(2
,2

00
人

) 
R6

:9
7

件
(2

,1
50

人
) 

・分
散

型
宿

泊
モ

デ
ル

（
れ

い
ほ

くホ
テ

ル
構

想
）

特
設

サ
イト

へ
の

登
録

:2
0

件
(R

7)
 

 [課
題

] 
・拠

点
施

設
の

魅
力

が
十

分
伝

わ
って

い
な

い
 

・魅
力

あ
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

少
な

い
 

・閑
散

期
に

お
け

る
誘

客
の

促
進

宿
泊

旅
行

の
誘

客
推

進
 

■
(一

社
)土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
、各

町
村

 
・各

観
光

施
設

の
磨

き
上

げ
に

よ
る

魅
力

度
の

向
上

 
（

モン
ベ

ル
の

体
験

メニ
ュー

、ゆ
とり

す
との

雲
海

、ダ
ム

イン
フラ

ツー
リズ

ム
な

ど）
 

・シ
ー

ズ
ン展

開
を見

据
え

た
イベ

ント
の

開
催

 
　 

・S
NS

で
の

PR
強

化

 

 
日

帰
り旅

行
の

誘
客

推
進

・新
た

な
体

験
事

業
者

の
ス

ター
トア

ップ
や

既
存

事
業

者
の

プ
ログ

ラム
創

出
を

支
援

（
R4

～
）

→
土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
補

助
金

制
度

の
活

用
(5

件
) 

・れ
い

ほ
く体

験
博

覧
会

「れ
い

ほ
くる

。」
の

開
催

（
R4

～
）

 
・イ

ンフ
ラツ

ー
リズ

ム
（

早
明

浦
ダム

見
学

）
の

実
施

（
R5

～
) 

・「
土

佐
の

豊
穣

祭
in

嶺
北

」の
運

営
事

務
局

とな
る

（
R6

～
）

 
・「

れ
い

ほ
くる

。」
内

に
、モ

ンベ
ル

BB
Q

＋
吉

延
の

棚
田

散
策

メニ
ュー

を造
成

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
（

R7
～

）
 

・朝
ドラ

効
果

を見
据

え
た

ツア
ー

の
造

成
と実

施
（

R7
）

日
帰

り旅
行

の
誘

客
推

進
 

■
(一

社
)土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
、各

町
村

 
・わ

ざ
わ

ざ
嶺

北
に

来
る

仕
掛

け
づ

くり
 

→
体

験
博

覧
会

「れ
い

ほ
くる

。」
や

「土
佐

の
豊

穣
祭

in
嶺

北
」な

どの
魅

力
あ

る
イベ

 
ント

の
開

催
 

→
さめ

うら
湖

や
ア

ウト
ドア

拠
点

施
設

等
を

活
用

した
嶺

北
な

らで
は

の
体

験
プ

ログ
ラ 

ム
の

開
発

・磨
き上

げ
 

・P
R、

セ
ー

ル
ス

の
強

化
 

国
内

外
の

教
育

旅
行

の
誘

致
推

進
及

び
受

入
促

進
 

   

・教
育

旅
行

で
需

要
の

多
い

民
泊

家
庭

数
が

コロ
ナ

禍
、高

齢
化

等
の

影
響

に
よ

り減
少

（
R3

:5
9　

→
　R

6:
47

）
 

　→
　救

命
救

急
や

衛
生

面
な

どの
安

全
面

強
化

の
た

め
の

研
修

等
の

支
援

 
・大

手
旅

行
会

社
へ

の
セ

ー
ル

ス
を強

化
し教

育
旅

行
を

誘
致

（
R3

～
）

 
・受

入
強

化
及

び
送

迎
手

段
の

確
保

に
向

け
た

「(
一

社
)そ

らの
郷

」と
の

協
議

 
(R

7～
) 

・公
立

、私
立

高
校

、訪
日

教
育

旅
行

等
に

ター
ゲ

ット
を

絞
った

教
育

旅
行

の
受

入
方

針
を

整
理

（
R7

）

国
内

外
の

教
育

旅
行

の
誘

致
推

進
及

び
受

入
促

進
 

■
(一

社
)土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
 

・セ
ー

ル
ス

の
強

化
 

・他
組

織
との

連
携

強
化

 
・受

入
家

庭
確

保
の

た
め

の
支

援
強

化
 

・新
た

な
プ

ログ
ラム

開
発

支
援

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

：
補

助
事

業
、ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
の

支
援

等
　(

以
下

同
じ）

 
周

遊
促

進
の

仕
組

み
づ

くり
 

   

・宿
泊

者
に

翌
日

遊
べ

る
コン

テ
ンツ

の
情

報
提

供
（

R3
～

）
 

　　
→

　「
あ

す
遊

ぼ
！

」、
　「

あ
す

食
べ

よ
う

Bo
ok

」を
発

刊
 

・あ
か

うし
街

道
ス

タン
プラ

リー
に

よ
る

飲
食

店
舗

の
周

遊
促

進
（

R3
～

）
 

・れ
い

ほ
くク

ー
ポ

ン（
誘

客
促

進
助

成
制

度
）

の
実

施
（

R3
～

５
）

周
遊

促
進

の
仕

組
み

づ
くり

 
■

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

 
・宿

泊
者

に
翌

日
（

遊
べ

る
、食

べ
る

、買
う）

コン
テ

ンツ
の

情
報

提
供

 
・ス

タン
プラ

リー
に

よる
飲

食
店

舗
の

周
遊

促
進

支
援

 
・近

隣
地

域
（

仁
淀

川
エ

リア
、徳

島
県

三
好

エ
リア

、愛
媛

県
西

条
市

な
ど）

と連
携

し
た

情
報

発
信

 
D

M
O

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

機
能

の
発

揮
・エ

リア
満

足
度

調
査

の
実

施
（

R3
～

）
 

・デ
ジ

タル
デ

ー
タの

活
用

に
よる

打
ち

手
構

築
（

R7
～

）
D

M
O

とし
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
機

能
の

発
揮

 
■

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

 
・エ

リア
満

足
度

調
査

の
分

析
、フ

ィー
ドバ

ック
 

・デ
ジ

タル
デ

ー
タ等

を
活

用
した

分
析

に
よる

打
ち

手
構

築

各
観

光
施

設
の

磨
き

上
げ

研
修

等
に

よ
る

受
入

家
庭

の
開

拓
及

び
支

援

実
績

の
あ

る
他

団
体

との
連

携
・誘

致
の

推
進

ニ
ー

ズ
を

捉
え

た
新

た
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
支

援

SN
S

で
の

PR
強

化

シ
ー

ズ
ン

展
開

を
見

据
え

た
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

 
（

春
の

花
、夏

の
ア

ク
テ

ィビ
テ

ィ、
秋

の
食

、冬
の

雲
海

な
ど）

PR
、セ

ー
ル

ス
の

強
化

 
(中

小
旅

行
会

社
へ

の
セ

ー
ル

ス
、団

体
バ

ス
ツ

ア
ー

誘
客

な
ど）

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・磨
き上

げ

「あ
す

遊
ぼ

！
」「

あ
す

食
べ

よ
う」

Bo
ok

等
の

拡
充

翌
日

買
え

る
コン

テ
ン

ツ
紹

介

エ
リア

満
足

度
調

査
の

分
析

・フ
ィー

ドバ
ック

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
等

を
活

用
した

分
析

に
よ

る
打

ち
手

の
構

築

体
験

博
覧

会
や

土
佐

の
豊

穣
祭

な
どイ

ベ
ン

トの
開

催

近
隣

地
域

と連
携

した
情

報
発

信

90



 

 
嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

12
  

ア
ウ

トド
ア

ヴ
ィレ

ッジ
も

とや
ま

を
核

とし
た

観
光

産
業

の
振

興
 

（
本

山
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
本

山
町

、◎
民

間
事

業
者

ア
ウト

ドア
ヴ

ィレ
ッジ

も
とや

ま
の

利
用

者
数

51
,1

91
人

 
（

R4
）

39
,6

38
人

41
,5

96
人

58
,0

00
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
8.

4
月

 

事
業

概
要

アウ
トド

ア
拠

点
施

設
（

ア
ウ

トド
ア

ヴ
ィレ

ッジ
も

とや
ま

）
を

核
とし

て
、地

域
な

らで
は

の
豊

か
な

自
然

や
食

、歴
史

、文
化

等
を

活
用

した
魅

力
あ

る
体

験
プ

ログ
ラム

を
全

国
に

発
信

す
る

こと
で

、
地

域
へ

の
誘

客
を促

進
し、

交
流

人
口

の
拡

大
に

よ
る

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

る
。

  
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

ア
ウ

ト
ド

ア
拠

点
施

設
（

ア
ウ

ト
ド

ア
ヴ

ィレ
ッジ

も
とや

ま
）

の
運

営
・誘

客
 

                     

・高
知

・本
山

ア
ウト

ドア
の

里
づ

くり
推

進
協

議
会

の
開

催
（

H2
8～

）
 

・ア
ウ

トド
ア

拠
点

施
設

（
ビジ

ター
セ

ン
ター

、個
人

・団
体

宿
泊

棟
、飲

食
施

設
、温

浴
施

設
）

の
整

備
（

H2
8～

R
元

）
 

・ア
ウト

ドア
拠

点
施

設
の

指
定

管
理

者
決

定
（

H3
0）

 
・白

髪
山

八
反

奈
路

へ
の

新
た

な
登

山
道

の
整

備
（

H3
0）

 
・ア

ウト
ドア

拠
点

施
設

の
オ

ー
プン

（
R

元
.7

）
 

・ア
ウト

ドア
イン

ス
トラ

クタ
ー

養
成

講
座

の
実

施
（

H2
8～

）
 

・県
内

旅
行

会
社

・学
校

等
へ

の
営

業
活

動
の

実
施

（
R2

）
 

・防
災

学
習

や
地

域
学

習
な

ど多
様

な
ニー

ズ
に

対
応

した
修

学
旅

行
の

受
け

入
れ

（
R3

）
 

・旅
行

会
社

・教
育

関
係

者
向

け
モ

ニ
ター

ツア
ー

、ア
ン

ケ
ー

ト調
査

等
の

実
施

（
R4

）
 

・モ
ンベ

ル
フレ

ンド
フェ

ア
in

本
山

の
開

催
（

R4
）

 
・台

湾
・香

港
等

を
ター

ゲ
ット

とし
た

商
品

造
成

に
着

手
（

R7
）

 
　→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

          

[成
果

] 
・ア

ウ
ト

ドア
イ

ン
ス

ト
ラク

ター
養

成
講

座
の

受
講

者
数

（
登

山
ガ

イド
、リ

バ
ー

ガ
イド

等
）

 
12

0
回

延
べ

81
5

人
 

（
H2

8～
R7

）
 

 [課
題

] 
・閑

散
期

対
策

 
・客

単
価

ア
ップ

 
・町

内
へ

の
経

済
的

波
及

効
果

の
創

出
 

・ガ
イド

ス
キ

ル
を

持
った

人
材

不
足

 
・効

果
的

な
情

報
発

信
・営

業
活

動

利
用

者
数

及
び

売
上

の
増

 
■

本
山

町
（

地
域

お
こし

協
力

隊
含

む
）

、民
間

事
業

者
 

・ハ
イシ

ー
ズ

ンの
客

単
価

アッ
プに

よ
る

売
上

増
 

　　
→

宿
泊

客
向

け
オ

プ
シ

ョナ
ル

ツア
ー

の
造

成
 

　　
→

BB
Q

等
の

単
価

ア
ップ

　な
ど 

・閑
散

期
（

4～
6

月
、1

2～
2

月
）

の
利

用
者

増
に

よる
売

上
増

 
　　

→
クル

ー
ズ

船
利

用
者

（
外

国
人

）
をタ

ー
ゲ

ット
に

した
、棚

田
や

野
菜

収
穫

な
ど地

域
の

魅
力

を
活

か
した

商
品

づ
くり

 
　　

→
学

生
合

宿
、企

業
研

修
等

の
プ

ラン
検

討
 

　　
→

土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

と連
携

した
情

報
発

信
・営

業
活

動
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

ア
ドバ

イザ
ー

等
に

よ
る

支
援

、関
係

機
関

との
連

携
調

整
、各

種
情

報
提

供
、

各
種

取
り組

み
の

進
捗

管
理

等

商
品

造
成

・磨
き

上
げ

閑
散

期
対

策
の

強
化

情
報

発
信

・営
業

活
動

強
化

91



嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

ゆ
とり
す
とパ
ー
ク
お
お
とよ
・山
荘
梶
ヶ森
を
核
に
吉
野
川
流
域
の
観
光
資
源
を
活

用
した
周
遊
観
光
の
仕
組
み
づ
くり

（
大
豊
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
大
豊
町
、◎
指
定
管
理
者
、◎
民
間
事
業
者
等

(1
)ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ

入
込
数

（
入
場
者
＋
宿
泊
者
）

23
,3
21
人

（
R4
）

12
,8
66
人

27
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R6
.4
月

(2
)山
荘
梶
ヶ森
宿
泊
者
数

1,
13
3
人

（
R4
）

1,
88
6
人

1,
30
0
人

事
業
概
要

大
豊
町
の
2
大
観
光
施
設
で
あ
る
「ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
」、
「山
荘
梶
ヶ森
」そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
が
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
生
か
した
観
光
コン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
な
ど、
両
施
設
の
再
活
性
化
を
図

る
。ま
た
、両
施
設
を
核
に
、吉
野
川
流
域
の
見
所
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た
周
遊
観
光
を
促

進
し売
上
増
を進
め
、若
者
が
魅
力
を感
じる
雇
用
の
受
け
皿
とし
て
整
備
す
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

集
客
促
進

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・ジ
ビエ
グ
ル
メフ
ェス
タ等
の
大
規
模
イベ
ント
の
実
施
（
H2
4～
R
元
）

・各
種
イベ
ント
の
誘
致
（
R4
～
）

「復
活
！
連
休
ま
つ
り（
昭
和
レ
トロ
な
遊
び
を
楽
しむ
イベ
ント
）
」（
R6
)

「子
供
ま
つ
り（
昔
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を楽
しむ
イベ
ント
）
」（
R6
)

「ラ
ンク
ル
ズ
ZE
KK
EI
CA
M
P」
（
R6
)

・「
オ
ー
トバ
イ神
社
オ
ー
プ
ニン
グ
イベ
ント
」の
実
施
（
R7
）

【山
荘
梶
ヶ森
】

・ト
レ
ッキ
ング
ツア
ー
ガ
イド
養
成
講
座
の
実
施
（
R2
～
）

・ト
レ
ッキ
ング
ツア
ー
、星
空
観
察
会
な
どの
イベ
ン
ト実
施
（
R3
～
）

・趣
向
を
凝
らし
た
新
規
イベ
ント
の
実
施
（
R6
）

「山
頂
わ
ら焼
き
体
験
」（
4
月
）

「梶
ヶ森
フォ
トコ
ンテ
ス
ト」
（
7～
８
月
）
な
ど

・ミ
シ
ュ
ラ
ン
獲
得
し
た
お
店
の
フ
レ
ン
チ
シ
ェフ
の
ラ
ン
チ
＆
デ
ィナ
ー
の
提
供

（
R7
）

[成
果
]

（
ゆ
とり
す
とパ
ー
ク）

・集
客
イベ
ント
実
施

R7
：
10
回

（
山
荘
梶
ヶ森
）

・冬
季
営
業
日
数

R5
：
3
日
間

（
R6
.1
.1
～
1.
3）

R6
：
冬
季
休
業

(R
6.
12
.1
～

R7
.3
.1
4)

R7
：
冬
季
休
業

(R
7.
12
.1
4～

R8
.3
.1
9)

[課
題
]

（
ゆ
と
りす
と
パ
ー
ク
お
お
と

よ
）
・集
客
力
が
弱
い

・企
画
力
の
あ
る
人
材
確
保

・施
設
の
魅
力
化

（
山
荘
梶
ヶ森
）

・閑
散
期
対
策
（
冬
期
）

・施
設
の
魅
力
化

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

■
大
豊
町
、指
定
管
理
者

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・オ
ー
トバ
イ神
社
を設
置
しツ
ー
リン
グ
客
を
呼
び
込
む
（
レ
ス
トラ
ンの
カフ
ェ機
能
強

化
、記
念
グ
ッズ
販
売
）

・広
大
な
芝
生
を
活
用
した
イベ
ン
トの
定
期
実
施
（
月
1
回
程
度
）

・専
門
性
、企
画
力
の
あ
る
人
材
の
確
保
・育
成

【山
荘
梶
ヶ森
】

・夏
、冬
の
それ
ぞ
れ
に
お
い
て
立
地
の
メリ
ット
を生
か
し、
天
体
観
測
な
どの
ター
ゲ
ット

を見
据
え
た
集
客
イベ
ント
の
実
施

・イ
ンバ
ウン
ド（
主
に
台
湾
）
展
示
会
等
へ
の
現
地
出
展
に
よる
PR
（
年
3
回
）

□
県
（
地
域
本
部
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・産
振
補
助
金
等
、各
種
助
成
制
度
の
情
報
提
供

施
設
の
魅
力
向
上

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・コ
テ
ー
ジ
、ロ
グ
ハ
ウス
、キ
ャン
プ場
等
の
施
設
の
魅
力
化
（
H3
0～
R3
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・子
ども
向
け
遊
具
の
リニ
ュー
ア
ル
（
R4
）

・県
内
第
一
号
とな
る
オ
ー
トバ
イ神
社
の
設
置
（
R7
）

【山
荘
梶
ヶ森
】

・県
立
自
然
公
園
を
生
か
した
登
山
道
の
整
備
（
R
元
～
）

・施
設
改
修
工
事
の
実
施
（
寒
冷
地
対
策
）
（
R4
）

施
設
整
備

■
大
豊
町
、指
定
管
理
者

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・専
門
性
の
高
い
人
材
を確
保
し、
広
大
な
敷
地
を活
用
した
、コ
ンセ
プ
トの
「風
とあ

そぶ
」を
体
感
で
き
る
魅
力
あ
る
施
設
へ
の
リニ
ュー
ア
ル
【基
本
構
想
づ
くり
】

【山
荘
梶
ヶ森
】

・冬
期
営
業
を可
能
とす
る
周
辺
イン
フラ
、施
設
整
備
の
実
施
（
水
道
設
備
の
凍
結
防

止
、施
設
まで
の
利
用
客
の
移
動
手
段
確
保
な
ど）

□
県
（
地
域
本
部
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・産
振
補
助
金
等
、各
種
助
成
制
度
の
情
報
提
供

吉
野
川
流
域
の
周
遊
観

光
の
促
進

・廃
校
を
利
用
し
た
観
光
拠
点
の
整
備
に
向
け
、大
豊
町
と高
知
蔦
屋
書
店
、

(株
)モ
デ
ル
ビレ
ッジ
の
3
者
が
旧
お
お
とよ
小
学
校
の
利
活
用
に
向
け
て
の
連
携

協
定
締
結
（
R7
）

・「
出
張
高
知
蔦
屋
書
店
in
お
お
とよ
小
学
校
」の
開
催
（
R7
）

吉
野
川
流
域
の
周
遊
観
光
の
促
進

■
大
豊
町
、指
定
管
理
者
、民
間
事
業
者
等

・2
施
設
を核
に
吉
野
川
流
域
の
見
所
あ
る
観
光
資
源
を活
用
した
周
遊
観
光
の
仕
組

づ
くり

・廃
校
を
利
用
した
観
光
拠
点
の
整
備
を
検
討

立
地
の
メ
リッ
ト
を
生
か
した
イ
ベ
ン
ト
の
定
期
実
施

(月
1
回
)

オ
ー
ト
バ
イ

神
社
の
設

置
・レ
ス
ト

ラ
ン
メ
ニ
ュ

ー
の
充
実

専
門
人
材

の
確
保

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
主
に
台
湾
）
展
示
会
等

へ
の
出
展

地
域
お
こし
協
力
隊
等

を
導
入
した
人
材
育
成

広
大
な
芝
生
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

定
期
実
施
(月
1
回
)

専
門
性
の
高
い
人
材
の

確
保
・施
設
整
備
の
方

向
性
(基
本
構
想
）
策

定 類
似
施
設
の
冬
期

対
策
情
報
収
集

周
辺
イ
ン
フ
ラ
・

施
設
整
備
の

実
施

吉
野
川
流
域
の
見
所
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た
周
遊
観

光
の
仕
組
み
づ
くり
（
ゆ
と
りす
と→
国
宝
→
定
福
寺
→
廃

校
（
観
光
拠
点
）
→
梶
ヶ森

な
ど）
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

山
岳
観
光
を
核
とし
た
観
光
産
業
の
振
興

（
大
川
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
大
川
村
、◎
(一
社
)大
川
村
ふ
るさ
とむ
ら公
社

白
滝
の
里
入
込
数

5,
29
2
人

（
R4
)

4,
61
0
人

6,
70
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

事
業
概
要

自
然
王
国
白
滝
の
里
を
拠
点
とし
て
、四
国
山
地
、吉
野
川
、さ
め
うら
湖
とい
った
自
然
の
資

源
を
生
か
し、
自
然
や
人
との
ふ
れ
あ
い
・交
流
を深
め
る
新
た
な
観
光
コン
テ
ンツ
を
つ
くり
、交
流
人

口
の
拡
大
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
と磨
き
上
げ

・石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
へ
の
参
加
(H
29
～
）

・パ
ンフ
レ
ット
作
成
、Y
AM
AP
アプ
リ掲
載
（
H3
0～
）

・モ
ニタ
ー
ツア
ー
等
に
よ
る
体
験
プロ
グ
ラム
の
開
発
及
び
磨
き
上
げ
の
実
施

（
H2
8～
）

・マ
ウン
テ
ン
バ
イク
コー
ス
候
補
地
整
備
及
び
貸
し出
し用
マウ
ンテ
ンバ
イク
の

導
入
(H
30
）

・(
株
)ソ
ラヤ
マ
い
しづ
ち
の
設
立
(H
30
）

・観
光
人
材
育
成
事
業
(い
しづ
ち
編
集
学
校
)へ
の
参
加
、イ
ベ
ント
へ
の
出

展
、メ
デ
ィア
の
活
用
等
に
よる
情
報
発
信
(R
元
)

・ダ
ム
湖
面
を
活
用
した
体
験
プ
ログ
ラム
用
備
品
整
備

(ポ
ンツ
ー
ンボ
ー
ト等
)(
H3
0）

・白
滝
鉱
山
坑
道
安
全
性
調
査
(H
30
)

・白
滝
鉱
山
坑
道
利
活
用
調
査
(R
元
)

・マ
ウン
テ
ン
バ
イク
等
を
活
用
した
体
験
プロ
グ
ラム
の
造
成
(R
元
)

・S
UP
・沢
登
り・
川
遊
び
と
BB
Q
等
の
体
験
プ
ログ
ラム
造
成
（
R2
）

・冬
の
里
山
体
験
プ
ログ
ラム
造
成
（
R３
）

・大
川
村
さめ
うら
遊
覧
船
運
航
開
始
（
R6
.7
）

・大
川
村
さめ
うら
遊
覧
船
事
業
の
磨
き
上
げ
・観
光
商
品
化
の
検
討
（
R6
)

→
自
然
・体
験
型
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

･石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
(愛
媛
県
西
条
市
・久
万
高
原
町
、い
の
町
、

大
川
村
の
4
自
治
体
)に
よ
る
、来
訪
者
と地
元
の
人
を
つ
な
ぎ
新
た
な
旅
行
を

提
案
す
る
マ
ッチ
ング
サ
ー
ビス
「旅
は
人
ま
か
せ
」の
本
格
運
用
開
始
(R
7.
2～
)

・い
しづ
ち
山
麓
周
遊
ラリ
ー
の
実
施
（
R7
.8
～
）

[成
果
]

・日
本
ロン
グ
トレ
イル
協
会
へ

の
コー
ス
登
録
(H
30
.3
月
)

・大
川
村
さめ
うら
観
光
遊
覧

船
の
運
行
開
始
(R
6.
7
月
)

・「
旅
は
人
ま
か
せ
」の
本
格

運
用
開
始
(R
7.
2
月
)

[課
題
]

・新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

円
滑
な
運
営
及
び
既
存
プ
ロ

グ
ラム
の
さら
な
る
磨
き
上
げ
と

定
常
化

・体
験
プ
ロ
グ
ラム
の
運
営
主

体
の
体
制
強
化
と人
材
の
確

保
及
び
育
成

・各
種
イ
ベ
ン
ト等
の
効
果
的

な
情
報
発
信

・広
域
観
光
組
織
等
の
取
り

組
み
との
連
携

地
域
資
源
を
活
用
した
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と磨
き
上
げ

■
大
川
村

・観
光
人
材
の
確
保
、村
の
自
然
資
源
等
を
活
用
した
体
験
プ
ログ
ラム
の
開
発
･磨
き

上
げ
サ
ポ
ー
ト

・地
域
情
報
を
含
め
た
観
光
コン
テ
ン
ツ等
の
情
報
共
有
・発
信
、土
佐
れ
い
ほ
く観
光

協
議
会
の
HP
、S
NS

等
と連
携
した
PR

・銚
子
滝
、小
金
滝
、妃
ヶ淵
な
どの
景
勝
地
周
辺
の
環
境
整
備
や
、登
山
道
の
整
備

■
(一
社
)大
川
村
ふ
る
さと
む
ら公
社

・ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
に
よ
る
体
験
プロ
グ
ラム
の
開
発
・磨
き
上
げ

・土
佐
れ
い
ほ
く観
光
協
議
会
の
HP
、S
NS

等
と連
携
した
PR

・白
滝
の
里
周
辺
の
環
境
整
備

・さ
め
うら
遊
覧
船
事
業
と食
事
・宿
泊
等
をセ
ット
に
した
体
験
ツア
ー
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
の
徹
底

・商
品
造
成
や
人
材
育
成
に
関
す
る
各
種
アド
バ
イザ
ー
や
土
佐
の
観
光
創
生
塾
等
セ

ミナ
ー
の
紹
介
、関
係
機
関
との
橋
渡
し

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
･定
常
化
、

受
入
体
制
の
整
備

効
果
的
な
情
報
発
信

景
勝
地
周
辺
の
環
境
整
備
・登
山
道
の
整
備

白
滝
の
里
周
辺
の
環
境
整
備
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
15

さ
め
うら
湖
を
核
とし
た
観
光
産
業
の
振
興

（
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
町
、◎
民
間
事
業
者
等

(1
)さ
め
うら
荘
利
用
者
数

18
,9
02
人

（
R4
）

18
,8
94
人

22
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)カ
ヌー
拠
点
施
設
利
用
者

数
12
,1
52
人

（
R4
）

14
,4
81
人

14
,0
00
人

事
業
概
要

さめ
うら
荘
の
さら
な
る
魅
力
化
とと
も
に
、湖
面
を活
用
した
観
光
客
向
け
の
アウ
トド
ア
アク
テ
ィビ

テ
ィ体
験
を提
供
す
る
こと
で
、地
域
外
か
らの
さら
な
る
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
。ま
た
、さ
め
うら
湖

畔
に
整
備
した
拠
点
施
設
を
中
心
に
、カ
ヌー
を
は
じめ
とし
た
ア
ウト
ドア
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上

や
合
宿
誘
致
の
取
り組
み
等
を
通
じて
、嶺
北
地
域
全
体
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

こう
した
取
り組
み
を
通
じて
、観
光
拠
点
とし
て
継
続
して
成
長
す
る
仕
組
み
を
つ
くり
、若
年
層

の
雇
用
の
受
け
皿
づ
くり
を
進
め
る
。

(3
)さ
め
うら
テ
ント
パ
ー
ク利

用
者
数

75
8
人

（
R4
）

95
4
人

2,
80
0
人

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

さ
め
うら
荘
へ
の
誘
客

・新
さめ
うら
荘
グ
ラン
ドオ
ー
プ
ン（
H3
1.
4
月
）

・顧
客
満
足
度
向
上
に
向
け
た
取
り組
み
の
導
入
や
ス
タッ
フの
ス
キ
ル
アッ
プ

（
R
元
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・レ
ス
トラ
ンメ
ニュ
ー
の
充
実
（
R
元
～
）

・早
明
浦
ダム
イン
フラ
ツー
リズ
ム
を
核
とし
た
宿
泊
ツア
ー
の
実
施
（
R5
～
）

・土
佐
あ
か
うし
特
別
メニ
ュー
の
開
発
（
R7
～
）

・高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
ブラ
ンド
ス
トー
リー
の
再
構
築
及
び
サ
ー
ビス
強
化

（
R7
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用

[成
果
]

・カ
ヌ
ー
や
SU
P
体
験
を
セ
ッ

ト
に
し
た
宿
泊
プ
ラン
の
提
供

な
ど、
さ
め
うら
湖
周
辺
の
誘

客
増

・カ
ヌー
拠
点
施
設
利
用
者

R2
：
6,
32
9
人

→
R6
：
14
,4
81
人

・さ
め
うら
テ
ン
ト
パ
ー
ク
の
段

階
的
な
整
備
（
R3
～
）

[課
題
]

・若
年
層
や
新
卒
者
の
雇
用

の
受
け
皿
に
つ
な
げ
る
た
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
連
携
強

化
及
び
売
上
の
集
約

・カ
ヌー
等
の
ス
ポ
ー
ツの
メッ
カ

と言
わ
れ
る
ほ
どの
知
名
度
の

向
上

・さ
め
うら
湖
周
辺
の
さら
な
る

誘
客
と嶺
北
地
域
の
交
流
人

口
の
拡
大

さ
め
うら
荘
へ
の
誘
客

■
土
佐
町
、民
間
事
業
者
等

・魅
力
あ
る
自
然
体
験
プロ
グ
ラム
商
品
の
さら
な
る
造
成
に
よ
る
客
単
価
アッ
プ

・と
さん
ぽ
掲
載
の
アク
テ
ィビ
テ
ィの
充
実
及
び
宿
泊
プラ
ンと
の
連
携

・嶺
北
地
域
の
食
や
町
並
み
な
ど観
光
素
材
を組
み
合
わ
せ
た
ツア
ー
造
成

・S
NS
等
を
活
用
した
効
果
的
な
プ
ロモ
ー
シ
ョン
、土
佐
れ
い
ほ
く観
光
協
議
会
と連
携

した
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
D
CA
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等
(以
下
同
じ)

・各
種
アド
バ
イザ
ー
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

さ
め
う
ら
湖
を
核
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

振
興

・ハ
ンガ
リー
人
の
カヌ
ー
指
導
者
の
招
聘
（
H2
9）

・カ
ヌー
の
ま
ち
嶺
北
推
進
協
議
会
設
立
（
H2
9）

・カ
ヌー
アカ
デ
ミー
の
実
施
（
Ｈ
29
～
）

・カ
ヌー
拠
点
施
設
の
収
支
計
画
及
び
さめ
うら
湖
周
辺
整
備
基
本
計
画
の
策
定

（
H3
0）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・カ
ヌー
拠
点
施
設
完
成
、オ
ー
プン
（
R２
.９
月
）

・カ
ヌー
合
宿
の
誘
致
（
R3
～
）

・S
UP
、サ
イク
リン
グ
等
体
験
メニ
ュー
の
実
施
（
R3
～
）

さ
め
うら
湖
を
核
とし
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
の
振
興

■
土
佐
町
、民
間
事
業
者
等

・湖
面
を
利
用
した
ス
ポ
ー
ツイ
ベ
ント
や
競
技
大
会
の
誘
致
強
化

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
の
誘
致

・カ
ヌー
や
サ
イク
リン
グ
を中
心
とし
た
観
光
客
向
け
アク
テ
ィビ
テ
ィ商
品
の
磨
き
上
げ

・さ
め
うら
荘
宿
泊
者
を
ター
ゲ
ット
とし
た
体
験
プロ
グ
ラム
を
造
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
県
内
の
市
町
村
との
連
携
支
援

・各
種
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

さ
め
うら
テ
ン
ト
パ
ー
ク
の

整
備

・第
1
期
工
事
（
R3
)

区
画
サ
イト
整
備
、車
両
用
通
路
整
備
、炊
事
棟
、W
i-F
i整
備

・第
2
期
工
事
（
R6
)

テ
ント
サ
イト
増
設
（
2
サ
イト
）
、管
理
棟
新
設

・第
３
期
工
事
（
R7
）

RV
パ
ー
ク、
ドッ
グ
ラン
エリ
ア
整
備

さ
め
うら
テ
ン
ト
パ
ー
ク
の
整
備

■
土
佐
町

・第
3
期
工
事
の
実
施
（
RV
パ
ー
クの
整
備
）

人
材
確
保
、育
成

・特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合
設
立
に
向
け
た
準
備
（
R6
）

人
材
確
保
、育
成

■
土
佐
町
、民
間
事
業
者
等

・特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合
を
活
用
した
人
材
の
確
保

レス
トラ
ン
メ
ニ
ュー
の
さ
らな
る
充
実

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
トや
競
技
大
会
等
の
誘
致

施
設
整
備

営
業
活
動
・情
報
発
信
の
強
化

受
け
入
れ
体
制
の
さ
らな
る
充
実

（
ス
タ
ッフ
の
接
客
ス
キ
ル
ア
ップ
等
）

魅
力
あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
・

宿
泊
プ
ラ
ン
との
セ
ット
に
よ
る
誘
客

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

ア
ク
テ
ィビ
テ
ィ商
品
等
の
さ
らな
る
磨
き
上
げ

特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合

を
活
用
した
人
材
確
保
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

その
他

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
16

土
佐
町
石
原
地
区
の
地
域
資
源
を
活
用
した
地
域
活
性
化

（
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
合
同
会
社
い
しは
らの
里
、◎
(株
)い
しは
らキ
ッチ
ン、
◎
有
限
責
任
事
業
組
合
トサ
イチ
ヨン
、

い
しは
らの
里
協
議
会
、土
佐
町

(1
)宿
泊
・交
流
事
業
・や
まさ
と

の
市
売
上
高

90
7
万

（
R4
）

1,
12
1.
6
万
円

1,
52
5
万
円

事
業
概
要

土
佐
町
石
原
地
域
の
資
源
を
フル
活
用
した
稼
げ
る
仕
組
み
を構
築
し、
UI
ター
ン者
の
受
け
皿
と

な
る
仕
事
を
確
保
す
る
とと
も
に
、収
益
を
活
用
して
プ
ラス
ア
ル
ファ
の
住
民
サ
ー
ビス
を
展
開
し、
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
者
に
とっ
て
暮
らし
や
す
い
地
域
づ
くり
を進
め
る
。

(2
)（
株
）
い
しは
らキ
ッチ
ン
加

工
品
販
売
額

1,
50
0
万
円

(R
5
見
込
)

1,
50
4.
8
万
円

3,
00
0
万
円

(3
)ト
サ
イチ
ヨン
売
上
高

10
0
万
円

(R
5
見
込
)

45
1.
3
万
円

1,
50
0
万
円

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

交
流
人
口
の
拡
大
・

宿
泊
施
設
の
整
備
・運

営

・簡
易
宿
泊
所
(木
の
家
）
の
整
備
（
H2
8)

→
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
（
経
済
拡
充
支
援
事
業
）

の
活
用

・休
校
とな
った
旧
石
原
小
学
校
を
利
用
した
宿
泊
施
設
の
整
備
（
R
元
）

→
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
（
基
幹
ビジ
ネ
ス
支
援
事

業
）
の
活
用

・自
然
体
験
型
プ
ログ
ラム
の
実
施
（
R2
～
）

(ア
メゴ
の
掴
み
取
り、
バ
ー
ム
クー
ヘ
ン作
り体
験
な
ど)

・県
内
外
の
小
中
高
校
生
の
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ

[成
果
]

・宿
泊
者
数
が
増
加

R2
：
35
2
人

→
R6
：
68
4
人

・体
験
メニ
ュー
受
入
が
増
加

R2
：
49
0
人

→
R6
：
1,
25
6
人

・宿
泊
事
業
や
加
工
品
製
造

販
売
な
ど、
石
原
地
域
全
体

で
稼
ぐ仕
組
み
は
出
来
つ
つ
あ

る
。 [課
題
]

・加
工
品
の
販
路
拡
大

・さ
との
み
せ
閉
店
後
の
、や
ま

さと
の
市
を
中
心
とし
た
地
域

経
済
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
検
討

・閑
散
期
の
宿
泊
者
増
、体

験
メニ
ュー
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

・(
株
)い
しは
らキ
ッチ
ン
の
新

加
工
場
整
備

・林
業
の
収
益
力
強
化

・地
元
出
身
者
が
就
職
す

る
、あ
る
い
は
県
外
在
住
者
が

地
域
へ
UI
ター
ンす
る
た
め
の

雇
用
の
受
け
皿
を
確
固
た
る

も
の
とす
る
た
め
、各
種
事
業

の
売
上
げ
を
安
定
し
て
伸
ば

す
こと
が
必
要

宿
泊
・交
流
事
業
の
強
化
及
び
や
ま
さ
との
市
の
売
上
増

■
合
同
会
社
い
しは
らの
里

・体
験
プロ
グ
ラム
の
拡
充

・団
体
客
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
パ
ッケ
ー
ジ
プラ
ンの
造
成
及
び
販
促
強
化

・や
ま
さと
の
市
を
中
心
とし
た
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
取
り組
み
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等
（
以
下
同
じ）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
、産
振
補
助
金
制
度
等
の
活
用
提
案

地
域
資
源
の
活
用

・加
工
品
販
売
事
業

山
の
辣
油
販
売
開
始
（
R3
～
）

高
知
家
の
うま
い
も
の
大
賞
20
22
「高
知
家
賞
」受
賞

法
人
設
立
（
R5
）
→
(株
)い
しは
らキ
ッチ
ン

事
業
戦
略
策
定
セ
ミナ
ー
（
県
地
産
地
消
外
商
課
所
管
）
（
R6
）

商
品
改
良
や
販
売
手
法
改
善
に
向
け
た
行
動
計
画
策
定
（
R6
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

新
商
品
（
ち
び
か
ら）
販
売
開
始
（
R6
.５
～
）

新
商
品
（
僕
、イ
タド
リっ
す
）
の
開
発
・営
業
計
画
策
定

→
産
振
補
助
金
（
ス
テ
ップ
アッ
プ事
業
）
の
活
用

高
知
家
の
うま
い
も
の
大
賞
20
26
「新
商
品
賞
」受
賞

新
加
工
場
整
備
方
針
の
検
討
（
R7
）

・さ
との
み
せ

営
業
開
始
（
H2
5～
）
リニ
ュー
アル
オ
ー
プ
ン（
R5
）

経
営
改
善
に
向
け
た
協
議
を実
施
（
R7
.8
～
11

計
４
回
）

→
中
山
間
地
域
振
興
アド
バ
イザ
ー
制
度
を
活
用

資
金
繰
り悪
化
に
よ
り閉
店
（
R7
.1
2）

・や
まさ
との
市

営
業
開
始
（
H2
6～
）

・林
業 団
体
設
立
（
R5
年
1
月
)
→
有
限
責
任
事
業
組
合
トサ
イチ
ヨン

加
工
品
の
販
路
拡
大
及
び
売
上
増

■
(株
)い
しは
らキ
ッチ
ン

・(
一
財
)高
知
県
地
産
外
商
公
社
と連
携
した
営
業
活
動
の
強
化

・製
造
機
器
の
導
入
、H
AC
CP
対
応
の
新
加
工
場
の
整
備
検
討
、新
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・(
一
財
)高
知
県
地
産
外
商
公
社
との
連
携

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
、産
振
補
助
金
制
度
等
の
活
用
提
案

稼
げ
る
林
業
の
体
制
構
築

■
LL
P
トサ
イチ
ヨン
（
※
LL
P：
有
限
責
任
事
業
組
合
）

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
育
成
指
導

・切
り捨
て
間
伐
等
受
託
業
務
の
拡
充

・作
業
効
率
化
の
た
め
の
機
械
導
入
の
検
討
等

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

新
商
品
開
発

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充

機
械
導
入
の
検
討

事
業
戦

略
策
定

営
業
活
動
の
強
化

団
体
客
の
誘
致

地
域
お
こし
協
力
隊
卒
業
生
の
定
着

新
加
工
場
整
備
方
針

の
検
討

新
加
工

場
整
備

新
加
工
場

計
画
策
定

や
ま
さ
との
市
活
性
化
検
討

さ
との
み
せ
経
営
改
善
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